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rd , r l

王見イ弌ス

1.序

スウェーデン語の発音を指導するうえで重要な点の1つは,それぞれの単語の母音

の長短を明確に習得きせることである.一般に強勢(tryck/betoning)のない音節の

母音は短いが,強勢のある音節の母音は長短どちらかとなる.しかも,その長短によっ

て意味が異なるので,この区別はきわめて大切になってくる.スウェーデン語の母音

全体に調音上の難しきはあるにせよ,幸いなことに我々日本人にとって母音の長短そ

のものに対してはこれを区別して発音したり,聞き分けたりすることにそう大きな困難

はないと言えよう.しかも,第1強勢を持つ音節の母音の長短は文字表記から比較的

簡単に見分けることができる.すなわち,第1強勢のある音節の母音が長いか短いか

は,当該の母音に後続する子音字の数によって決定される.この説明の仕方は(その

際,文字としての子音か音としての子音かを明らかにしないままの解説が数多い)多

くの学習書や研究書が踏襲してきた.しかもこれは初級の学習者にきわめて分かりゃ

すい利点がある.ここにその原則を簡潔にまとめたものを,定評のある学習書(Holmes

& serin 1990.9)から引用してみよう.ここでは Consonant を子音字と解釈する

(1) vowels f0110wed by one consonant are long g会r

(2) vowels f0110wed by 2 (十) consonants are short:三五tt

(3) vowels NOT f0110wed by a consonant are lon武 三会

この原則はかなりの範囲で有効であるが,合致しない場合もいくつかある.まず第一

に,①の原則に従わないものとしては maj, rum,Ⅷn など母音に後続する子音字が

<J>,<m>,<n>のときである(<>で囲まれたアルファベットは文字表記を示す).

しかし,これらの 3 種の子音字の前では,多少の例外を除けば,その音節の母音は

・一般に短いので,これは別枠のルールを設ければ比較的簡単に処理できよう

ところが,子音字連続<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,<rt>の直前にある第 1 強勢を持

つ母音(以後,誤解のおそれのないかぎり,これら子音字連続の直前にある第 1強勢

を持つ母音をただ単に母音と呼ぷことがある)は,ときに長母音,ときに短母音とな

り,②の原則が部分的にしか適用できない.これらの中で,<rd>,<rl>,<rn>の前

の母音は通例,現代の標準スウェーデン語では長母音を示し,一方,<rs>の前では

通例,短母音を示す.きらにもう 1 つの<rt>の前では,きまざまな要因によって

長母音も短母音も出現するときれている.このことからすでにうかがえるように,こ

れら子音字連続<rd>,くrD,<rn>,<rs>,<rt>の前の母音の長短はかなり複雑な様

相を呈していると言えよう.この指摘は研究書などで簡単にかつ散発的に記載きれて

, rn , rs
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はいるが,詳しい考察は未だなされていない.この子音字環境における現代スウェ

デン語の母音の長短につぃて触れた研究は意外と少なく,部分的に述べているのは

引ert (1970.53), Malmber8 (197上Ⅱ8),まナと短いながらも全体像を扱っているの

は Loman ( 1967.25 ), Molde & wesS巨n ( 1971:58-59 ), Gar1るn ( 198& H2 )ぐらい

ではないかと思われる.これを反映してか今日でも学習書のほとんどはこれらの子音

字連続の前の母音の長短について触れていない.そのため,これらの子音字連続が引

き起こす母音の長短の多様性は学習者を大いに迷わしていると言わざるをえない.本

稿ではこの多様性を整理して,学習者の一助となることを願いつつ,少しでも明確で

簡単な母音の長短区別の基準の提示を試みてみたい

なお,発音記号は本福では菅原・ Gar16n a987)と同じものを用いる.また本稿で

「実例」と言うときは,スウェーデン語に「現実に存在する語」を意味し,それらの

語の意味はすべて§10 にまとめて記載した

2.そり舌音の実例採録にあたって

2.1.子音字連続<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,<rt>とそり舌音

現代スウェーデン語において上述のような子音字連続<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,

<rt>があれば,それぞれほぽ自動的に両者は融合し,単一の「そり舌音」(supra-

dentaler/retr0打exer;下記の補注参照)[d],[ロ,[n],[S],[t]になる.しかし,

すべてのスウェーデン語圏でそうなるというわけではない.南部スウェーデンでは

口蓋垂ふるえ音[R]と各子音を用いて[R]+[d],[R]十[U,[R]十 fn],[R]十[S],

[R]+[t]となり,「フィンランドのスウェーデン語」(finlandssvenska)では,い

わゆる巻き舌の[r]とそれぞれの子音を用いて[r]十[d],[r]+[羽,[r]・ト[n],[r]

十[S],[r]十[t]もしくは巻き舌の[r]とそり舌音を伴う[r]十[d],[r]十[ロ,

[r]十[n],[r]十[S],[r]十[t]とがある.いずれにせよ[r]とそれに後続する各子

音は別々に発音される.その他に,[r]も発音せず,そり舌音にもならずに単に[d],

[ロ,[n],[S],[t]となる Sm会land 北部の方言や Stockholm, G枇eborg の民衆語

(det folkliEa sprらket)もある(別ert 199シ 69).本稿ではこれらの方言は扱わな

い.ただ,現代標準スウェーデン語でもいくつかの実伺1は<rd>,くrD,<rn>,<rs>,

<rt>とあっても必ずしも単一のそり舌音にならず,フィンランドのスウェーデンi口

と同様に 2通りに発音きれる語もある.子音字連続が出発点であるので,たとえ単・ー

のそり舌音にならなくても,これらの実仞Ⅱよ本稿の対象として扱うことにする.なお,

そり舌音は<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,<rt>の子音字連続で表きれるので,特に問題

のないかぎり,以下これらの子音字連続を単にそり舌音と呼ふことがある(そり舌音

の調音の仕方については,清水 a99シ 28-29)参照).

[補注.そり舌音のスウェーデン語の名称は上に挙げナとように Supradentaler もし
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くは retroflexer と 2 通りあるが, Lindblad (1996: D はそり舌音が実際に調音

きれるとき,舌先は多少とも上向きになるが反転することはめったになく,しかも

[S]や[U の調音点よりも,上前歯からきらに後方(歯茎後部)で形成きれるこ

とから,「反る」の意味を持つ retr0打exer の往藷吾よりもむしろ「上部歯音」の

意の Supradentaler のほうが適切であると指摘している.日本語の祢玲吾としては

「そり舌音」がすでに定着しているので,本稿ではこれを用いることにする.]

2.2.合成語とそり舌音の子音字連続

次に,その子音字連続を含む実例そのものを収集するにあたって,以下の点を考慮

に入れた.母音の長短の区別というときはその音節に強勢があることが前提であるか

ら,まず,これら子音字連続の直前の母音には§1で述べたように第1強勢があるこ

と.そして本稿では単語レベルでの母音の長短を取り上げるため,発話中の語中間に

生じるそり舌音は除外する(伺上 Hur_st含r_det tiH?くど機嫌いかがですか>).まナと

合成により生ずるそり舌音(仞上 h会r十 Str五→ h会rstr合),さらに,そり舌音が単一

語に含まれたまま合成語となった語(例. ort十namn → ortnamn)も除外する.上述

の合成語のうち,前者はあくまでも合成によって生じたそり舌音であり,本稿ではま

ず第一に単一語の母音の長短を対象としているからである(屈折形については§2.4

参照).また後者は合成語形成前の単一語を実例としてすでに収録しており,また単

一語に含まれる母音の長短は,前者にも言えることだが,合成語となってもそのまま

保持きれるからである.(ここで単一語といった場合,合成によらずに,すでに同一

の形態素の中にそり舌音の子音字連続を含んでいる語を指し,派生や屈折を通じて二

次的にそり舌音の子音字連続が形成きれる語は次章の&2.3,ミ2.4 で採録対象にす

るかどうかを論述する).しかし合成語でも例えば k6rsb会r の前要素 k6rs一はまっ

たく孤立しており,しかも独立の語としても存在しない,いわゆる"restmorfem"

(LilJestrand 1975.14-15)であるが,これが第 1 強勢を持つ場合は,実例として収

録した.ただ合成語でも前要素に属格の一S を含むことによってそり舌音を形成する

ものは,屈折形(下記§2.4 参照)として考え,前要素を採録した.このような S

を含む実例は<r>で終わる名詞であれば理論的にいくらでも造れるが,実際にその

ような前要素を含む合成語が常に実在するとはかぎらない.ここでは屈折形をも取り

入れた逆引き辞典(A11巨n & sj6green 1993)に記載きれていることを前提としナと

2.3.派生語とそり舌音の子音字連続

派生語も,合成語と同じことが言える.第 1強勢・長母音を持ち,そり舌音を引き

起こす接辞として,接頭辞では er-, f6r-, S五r-, ur-(er一を除く 3 個の接頭辞は

主として名詞に付加する)があるが,派生語を形成したときそれぞれの接頭辞の長母
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音牝何の変更も生じない

erS会ttaer-

f6r-: f6rdel, f6rlaaa, f6rnamn, f6rsommar, f6rtur

S会r-: S会rdeles, S会rljng, S谷rstaHning, sartryck

Urladdning, ursakt, urtidUr-

ただ,接頭辞 er-[e.r'ー]の<e>は,音節末に<r>があっても開口化( vokal-

6P叩in三)は通例生じない([記:r・]と発音きれることも確かにある力D.しかもこの

接頭辞がそり舌音を形成するのは<S>の前のみ,つまり上記の erS説ta のみで, er-

1会gga や ernらではそり舌音とはならない

次に,そり舌音を形成する<d>,<1>,<n>,<S>,<t>ではじまる接尾辞を検討し

てみる

-dom:1ardom, svordom

-1ia: farli8, naturlig

-16S: hらr16S, SPらr16St

-sam: sparsam, tursam

-skap: brorskap, dらrskap

これらはその子音結合により,<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,<rt>の子音字連続とな

り,そり舌音を形成するが,音節の境界は各接尾辞の前にあるため,派生語形成前の

基体(bas)の持つ母音の長短はそのまま保持きれる(firnine は fira からの派生

名詞であって firn とは無関係である).-ska はその語の音節の切れ目によって接尾

辞直前の母音が短母音になることも予想きれるが(下記参照),女性を示す機能を担

うこの接尾辞では基体の長母音が保持きれてぃることがわかる(例えば kasS6rska

の基体 kasS6r.ところで, barnmorska の 0 は短母音であるが,これは後要素 morska

が第珂重勢ではなく,第 2強勢を持つこと,また後要素自体がスウェーデン語の長母

音を持つ mor からの派生というよりはむしろ,この合成語全体が本来語と低地ドイ

ツ語との混成による形成とも考えられること(wesS6n 1973)に起因するものと思わ

れる).全体として,りストには挙げなかっナとが,収集した派生語の中で基体の長母

音が派生語形成後に短母音化きれた実例は 1つもなかった.したがって,派生語も原

則として収録しなかった.しかし,これも合成語の場合と同様牝,派生語形成前の基

体がどの語にも関係付けられず実在しえないときは,元来の母音が長母音か短母音か

不明な九め,実例として収集した(例えば,借入のため派生語形成前の基体岫r・が

存在しない harlie など).

以上の理由から,基体がまったく孤立している合成語と派生語は採録することにした.

きらに,現在もはや生産的でない(improduktiv)と考えられる接尾辞(-a (動詞形

成辞),-1ing,-nad ,-sel ( ThoreⅡ 1981.§ 237,§ 262))を含む実例も採録しナと
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一方,・sk(a)接尾辞派生により形成きれる子音字連続<rs>が同一の音節内に含

まれる派生語信舌者にとって共時的にはすでに派生語と感じられない語も含む)は

3子音字が連続するため当然ながら短母音が予想きれ,事実すべてそうであるため,

これは採録しなかった

-sk(a): norsk, farsk, torsk, forska

2.4.基本形・屈折形とそり舌音の子音字連続

<r>で終わる語幹や語に,<d>,くD,<n>,<S>,<t>で始まる文法的な形態素が結

合することによって<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,<rt>の子音字連続が生じるとき,つ,

まり屈折形(b6Jningsform)の場合は,基本形(grundform)の母音が必ずしも屈折

形にそのまま引き継がれるとは限らない.というのはスウェーデン語全体として,例

えば不定詞 k如a(長母音)に対してその過去形,完了分詞はそれぞれ締Pte, k6Pt

で,その発音はともに長母音でも短母音でも容認きれている.また,名詞では例えば

krig の長母音は属格形 kri部で短母音化するからでもある(その他の伺Nよ,清水

a995.ミ3.2)参照).きらにこれら屈折語尾は合成語や派生語と違って文法的な形

態素として体系的に現れることから,屈折形としての範疇をりストの中に設定した

これにより形成きれる子音字連続<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,くrD の末尾の各子音に

ついて言えば,-d は一部の動詞の過去形・過去分詞の語尾に含まれ,-S は名詞・形

容詞・代名詞において属格を,動詞では受動態やデポーネンスなどを示すために用い

られる.合成語にも含まれうる属格の一S も屈折形に分類した.-t につぃては形容

詞の中性形,同時に副詞としても機能し,また一部の動詞の過去形・完了分詞・過去

分詞の語尾にも含まれる.ただ,副詞を造る一t は確かに派生接尾辞とも分類できよ

うが,むしろ形容詞の単数中性形が副詞に転用きれたものと通例考えるため(S6der-

bergh 196氏 17の,屈折形の範疇に組み入れた.りストに名詞・形容詞の基本形,動

詞の不定詞がすでに採録済みの場合は,前者の例えば複数形や後者の現在形などは特

に問題のない限り省略し九.屈折形の場合,特に一S 語尾力H寸加するとき,名詞の属

格か動詞の受動態か識別が不明になることがありうるので,そのときには両者の区別

を明瞭にするため動詞の屈折形の実例の最初に剛を添えた

また,<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,<rt>で終わる基本形の直後に屈折や派生によっ

てきらに子音字が後続する実例は,その子音字が基本形の持つ本来の母音を短母音化

きせる可能性もなくはないが(現実にはないものと思われる力り,これは 3子音字連続

となる九め,これらは今回特に取り上げない.それらは,屈折や派生によらずに子音

字がそり舌音の子音字連続に後続する例語とともに,各章の末尾にその例語を挙げた

さらに,実例化単音節語と多音節語があるときはその問にセミコロン(;)を挿入

して分けた.単音節語は通例,語アクセント( musikalisk ordaccent/tonaccent)は
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アクセント1であり,多音節語はそり舌音がある音節に第1強勢がある実例のみを挙

げるので,第 1音節に第 1強勢があれぱ通例その実例はアクセントⅡであり,それ以

外の音節に第 1 強勢があれぱアクセント 1 である.しかし,これに該当しない実例や

いくつかの借入語の実例には強勢のある音節頭にアクセント1であれば,を,アク

セント11であればを付した

また,原則として固有名詞は除外してあるが,本文中で必要とあれば挙げることに

した.

2.5.実例収集方法と発音チェック

以上の前提を踏まえて,実例を挙げる.な 16,<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,くrD を

含む実例を探すにあたって,主として次の 3 文献を利用しナと AⅡEn et d (1981);

A11そn & SJ68reen a 993 ); Lyttkens & wulff U917 ).

各実例の発音をチェックするために,主として次の文献を使用した.残念ながら,

発音辞典にきぇこれらすべての実仞ルと発音が表記きれてぃるわけではないので,通例

の辞書や語源辞典などに散発的に示きれてぃる発音表記も大いに活用した

Lyttkens & wulff a889); svenska sprらknaⅢnden U965); wesSるn U973);

Malmstr6m & Gy6rki a980 ); AHをn (1986 ); SAOL (1986 );菅原 Car]色n (1987);

Svenska spr会kn会mnden & svenska Akademien a 988); A11巨n a991); sk01-,

Verket a992 ); Forskningscentra] en f6r de inhemska spr合ken (1994 ).

なお,記載きれていない母音 qφ:],[φ])はその実例がないことを意味する(§ 3,

§ 8.3 参照). (ダッシュ)は実例が見つからなかったことを表す.また,[iヨノ

[司のように記載する場合はどちらの母音でも発音きれる可能性のある,いわゆる

長・短母音併存型を示す
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3.<rd>の前の母音について

一般に音節末の<r>の前の第 1 強勢のある<且>,<6>はそれぞれ[記ω],[促ω]

となることから,<r>を含むそり舌音の子音字連続の前では[ε0,[e],[φω]は生

じない.したがって,そり舌音の実伺川スト全体に共通することであるが,これら

[ε:],[e],[φω]を含む実仞ルよ存在しない.ただ,同一形態素内の<er>が長母音

で発音きれるとき,[e:]と[卸]の 2 つの可能性があるが, herde phede]が[卸]

とならずに[e■となるのは,語源的な意味でスウェーデン語本来の単語でしかも基

本形の範疇ではきわめて少ないものと思われる

次頁のりスト・1 から,<rd>の前の母音はほとんどが長母音であることがわかる

しかし,<i>,<U>,<a>のときは実例 C そ少ないが,必ずしも長母音とはならない例

がある.<a>の 8ard と earde,<i>の hird も長短ともにあるが, hird は現代の



先行する母音

< i>

<e>

<註>

[i:]/[司

Ie.]

[記.]

リスト

基

hird

herde

fjard, flard, fard, gard,

( 1 )h会rd, SVらrd, V註rd, varld

f五rdas, garda, h谷rda, f会rde,

fJ註rde,尽註rde, mjarde,

V会rde, fardi月

<y>[y:]

本

<rd>の前の母音

<6>[促:]

形

<U>

<U>

<U>

<0>

[H■

[θ]

[丑aバθ]

[ U .]

b6rd, sk6rd; b6rda, m6rda,

Sk6rda, V6rda,、Ξ6rdel,

/16rdae

/hurdan

kurd

ab/surd

bord, fJord, hjord, hord,

jord, mord, nord, ord;

borda, Jorda, orda, nordan,

tordas

kord, 10rd; ac/kord,

re/kord,/orden,/order,

fordon, korda

b会rd, g含rd, hらrd, m会rd,

V会rd; 1含rder, V会rda, h会rding

bard, yard; karda, varda,

bas/tard, bil/Jard,

boule/vard, dynami/tard,

目e/pard, ha/sard, ko/kard,

Ieo/pard, mil/Jard

aard; earde

屈

1会rd, nard, t会rd;

narde, tarde,

折

<0>[00

形

hyrd, styrd; inpyrd, hyrde,

Pyrde, styrde, yrde

f6rd, h6rd, k6rd, r6rd,

Sn6rd, st6rd; f6rde, h6rde,

k6rde, r6rde, sn6rde, st6rde

<合>[0 ■

Iarde,

<a>[a:]

倉jord, smord, spord; borde,

gjorde, smorde, sporde,

torde

[a江ノ[a]

注(D V会rld の文字<1>は発音されず,実質上<rd>と同じになるので,

上のりストに加えた

Spard; sparde
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スウェーデン語ではほとんど使われることがないために,どちらに定着しているか判

断はむずかしい(§7.3 の表一1 を参照).<U>については absurd は長短両方の可能

性があり. Lyttke鵬& WUIH a889)によると,19世紀末では長母音とあるが,今で

は短母音の傾向力珂重い(§7.3 の表一1 を参照)、 kurd は常に短母音である.ところ

で hurdan の長母音は疑問詞 hur の長母音がそのまま保持されている一種の合成語

と解釈すれば,これら<i>,<U>,<a>の場合のみ,短母音もありうると言えよう

これらの実例 kurd, absurd, gard,8arde はすべて借入語であり, hird もある意味

では借入語(正確には古期ノルド語からの復活語)と言える.これらの語が短母音で

発音された場合,<r>は発音され,末部の<d>は単なる歯音[d]もしくはそり舌音

[d]となり,融合した単一のそり舌音にはならない(svenska spr五kn註mnden & svenska

Akademien 1988の各項参照).以上から,<rd>に関して短母音が適前にあるときは,

この環境の<rd>は 2 子音字が別々に発音されると言えよう.ちなみに人名からその

例を 1 つ挙げるとスウェーデンに 16世紀からある貴族名 De la Gardie は短母音で,

<r>を発音する( Dansk sprogn記Vn 197フ).

<i>,<U>,<a>を持つ上述の限られた実例 4 語を除けば,基本形・屈折形ともに

<rd>の直前の母音はすぺて長母音と言える.別の見方をすれぱ,長母音は<rd>を

単一のそり舌音として発音させ,つまり<r>の独立の発音を遮り,短母音は 2 子音

字を個別に発音させるとも考えられる

ちなみに、<rd>の後にさらに子音字が続いても長母音はそのまま保持される

fordra,-S: bords-1: g6rdla, Ordna,-n -r

4.<rn>の前の母音について

<rn>の場合も<rd>ときわめてよく似ており(次頁のりストー2 を参照),<i>,<U>

のいくつかの実例を除けば母音はすべて長母音である.<y>では長母音でも短母音で

も実例がまうたくない.短母音で発音される firn, nokturn,また短母音で発音され

たときの koturn は,上記の<rd>の場合と同様に,<r>の[r]は消失せずに発音

される( wesS色n 1973; svensIくa spr会knamnden & svenska Akademien 1988 ).またこ

れらのうち nokturn と koturn は借入語であるが, firn は He11quist (1966)や

WesSそn a973)の語源辞典に記載がなく,本来語力寸昔入語か不明である.しかし英語

とドイツ語に fjrn が存在し,しかも類似した意味があり,英語の場合 Morris U973)

によるとドイツ語からの借入語であるとしている.おそらくスウェーデン語の firn

も借入語であろう.ちなみに,これら 3 語の使用分野はその意味からもきわめて限ら

れていると言えよう.以上 3 語を別にすれば,<rn>の前の母音は<rd>のときと同

じように基本形でも屈折形でも長いと言える

また,<rn>の後にきらに子音が続いても長母音はそのまま保持される

-S: barnsli8,-t: modernt
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先行する母音

< i >

<e>

[司

[徒ヨ

<ら>[記:]

リストー2

firn

tern; ex'tern, in/tern,

ka/sern, ka/vern, kon/cern,

mo/dern, in/ferno

Jarn, SPJarn, stJarn, V色rn,

tjarn; farna, garna, hj会rna,

karna, SPJarna, stJarna,

tarna, V五rna, arna, tarnin旦

bj6rn, h6rn, t6rn,6rn;

bj6rna, f6rna, h6rna,

Sk6rna, t6rna, t6rne

Surna, urna

kolturn

nok / turn (1)

dorn, forn, horn, korn,

torn; norna, torna, orne

morna

S会rnad

barn, flarn, garn, kvarn,

Skarn;/harnesk, klarna,

Varna

基 本

<rn>の前の母音

<6>[鴨:]

形

<U>

<U>

<U>

<0>

[丑:]

[θ]/[H:]

[ Y ]

[ U .]

屈

<0>

<急>

<a>

折

f0 ヨ

[00

10:]

形

注a)

burna, skurna, Svurna

注(2)

nokturn は nocturne とも綴られるが,両語は同じ発音である.いず

れにせよ文字<U>と発音は一致していない

morgnar の<目>は発音されないため,<rn>と同一の発音となるため

上記のりストー2 に加えた

klorna, korna, skorna

borna,

t会rna

farna

morgnar
( 2 )
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5.くrD の前の母音について

<1>で始まる接尾辞(-1ig,・1ieen,・16S)を含む派生語は多数あるが,§

提により除外した.いずれにせよ,<rl>を含む基本形の実例は元来数少ない

よう.また,単音節語にも多音節語にもその実例力y少ない

先行する母音

< i >

<a>

[i:]

[徒:]

<y>

<6>

<0>

リストー3

、 ir 1会ndslく

karl ; fらr la , m急r] a , par] a ,

Sarla,註rla, harlie,

Iarling, m会rling, sarling

fyrlina

Sk6rl; 6r la ,6rH g,6r l0且

Porl, sorl; morla, porla,

Sorla

jarl; arla,'harlekin,

Varlig

基

[y:]

[田:]

[00

本

くrD の前の母音

<a> f化γ"

形

注(D

屈

綴りにくrD を持つ kar1 があるが,くD が黙音となって[k小r]の

発音となり,そり舌音にはならないので上記のりストー3 からは除外し

た.なお.固有名詞ではあるが男子名の Kar1 は<r>が発音されず,

ル小U となり,これもそり舌音の対象とはならない

2 の目11

と言え

上記の注 a)の kar1 や Kar1 の発音は別問題として,<rl>には他のそり舌音に

は見られない特徴がある.それは,いくつかの場合(例えば,前章でみた<i>や<U>

などを含む実仞D を除いて通例<rd>,<rn>,<rs>,くrD とあれば,ほほ自動的にそ

り舌音になるが,<rl>は標準語でも綴り通り lr]十[1]の個別の発音でももちろん

よく,またそり舌音[U で発音せずとも,単に[U の音だけでも"1agre stil"

(この場合,低級な文体という意味ではなく,文脈から 1、俗語的口語」を指すものと

考えられる)では十分許容されるというのである(Noreen 1903.434).他のそり舌

音の場合はこの方式で発音したら,方言色が濃くなるが,<rl>に限っては話し言葉

ドの相違に留まる.これは Noreen の時代に限らず,現在でも同じことが言のグレ

える.確かに,<r]>を[U ではなく[U で代用しても意味区別にまず支障を来さ

ない.例えば, Jar】を[j小 U と発音してもそれに対応する*Ja1 という語は実在

折 形
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しないため,混乱は生じない(*EΠはその語が実在しないことを意味する).派生語に

ついても同様のことが言える.その例語を下に 3 つ挙げるが,その他のすべてにも同

じことが言える

仞上 farli8 [ f0 江 ig 上*faHg , syrlie [ sy:1ig]:*syH倉,

fyrlin8 [fy:1iη]:*fyling

さらに, kar1 は[9卸 U と発音されるが, k註1 [9ε. U とは区別される.これは

<r>が単なる黙字であることを意味しているのではなく,<r>が直前の母音を開口化

した後に黙字となったことを示している.つまり,[記a ,[促.]は<r>の前にしか現

れず,単なる<1>の前ではそれぞれ[εa,[φ:]となるため,両者は同一音声形と

はならない、

Sorl [S0● U , sorla [S0江a1 に対しても, S01, sola が考えられるが,これらの

語の発音は[SWU,[sula]であって,母音価が異なり,これらが意味の上でも混

同することはありえない. porl [PO: U , por]a lpola]に対しても, P01 [PW U ,

Pola [PU江a]が考えられるが,これらも母音価が異なる.ナとだ Porla のみ[P0江a]

と発音きれたとき,随la と異形同音異義語となる うみると「俗語的口語」とは、』一

いえ,確かに Nore印の指摘するように fU とせずに n]で発音しても現実には問

題は生じない.ちなみに Skolverket ( 1992)の発音表記では,<rd>,<rn>,<rs>,

<rt>がそり舌音になるとき,その下に凹型の曲線が引かれてぃるが,ことくrD の

みは,たとえ現代標準スウェーテン語でそり舌音 fU とされる個所であっても,ほ

ほ一貫してそり舌音を示す下線の記述がないことは(ただ,それに関して何の指示も

ない力D,もしかしたらこのような事実に起因しているのではないかとも思われる

もう一度<rl>の前の母音についてまとめておくと,この母音はすべて長い.屈折

形の実例はまったくなく,そして,他のそり舌音と比べるとその実例が最も少ないの

が大きな特徴である

<rl>の後に子音字が続く実伺1は S 2 の前提で除かれるので,まずないものと思わ

れる.
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6.<rs>/<rz>の前の母音について

6.1.<rs>の前の母音について

<rs>の前の母音は短いと言われているが,これもすべてそうであるかどぅかを確

認する(下記のりストー4 を参照).

<rd>,<rn>,<rl>のときと同じように,<j>,<y>,<U>を含む単音節語の実例は

やはりきわめて少ない.きらに kurS を除けば,短母音[1],{θ]が含まれる hirs,

turS の<r>の発音は消失せず,両子音個別に発音されることも共通している([rs]

か【rs]かは個人差によるものと思われる).



先行する母音

くD [i o

[ L }

[eo

[記 1

<e>

<e>

リストー4

基

hirs

本

<a> f卸]

<rs>の前の母音

ters , vers ; ad /vers , a /vers ,

kom/mers, kontrolvers,

Per/vers, re/vers, tra/vers,

Uni/versum, di'verse ,

/perser,'persika,'persilJa

形

<五>[記]

<y>[y■

Pirs; banlkirs,

Sa/tirs

屈

<y>[Y]

<6>[促:]

f註rs,

Pars,

balners, kaval/jersers ;

折
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巳註rs, hars, m註rs,

tvars; tV註rsa

ku/rirs,

形

Istyrse],/ yrsel, Syrsa

P色rs; aflfars, kar/riars,

mili/tars, mil/jon会rs,

Veteri/n註rs

働]: b会rs,1註rs, n会rs, sk註rs;

be/Rars, be/svars, f6r/t会rs

[促]

<U>[H a

b6rs ;/k6rsbar ,/1<6rsel

Ih6rsel, m6rsare

fri/syrs, vamlpyrs,

aven/tyrs

1動]: hyrs , styrs

[θ]

,

6rsn ibb , d irek / t6rs ,

fri/S6rs, inspek/t6rs,

instruk/t6rs, kas/S6rs,

Ieveran/t6rs, redak/t6rs,

regislS6rs

働]: f6rs, g6rs, h6rs, k6rs,

r6rs, sn6rs, SP6rs, st6rs

助]: t6rs

kurs, turs; kon/kurs,

rem/burs, re/surs, kursa,

kursor

,

djurs, tjurs, turs; fi/gurs,

arkitek lturs , dikta lturs ,

konJunk/turs, krea/turs,

kU11turs,1jttera/turs,

na/turs, skulp/turs



先行する母音

<0>[U ■

<0>

<0>

[Φ]

[00

/torsdae, orsak

基

リスト・4 (続き)

本

[ 0 ]

brorsa, morsa

<ら>

<a>

形

fors, kors, mors, nors,

Pors; forsa, korsa, korso,

torso, i morse

[o a

[a.]

brors, hors, jours, kors,

Ⅲors, skors, rors; ma/Jors,

Span/jors, profes/sors

屈

[ a ]

/arsel

折

[a]/[a■

fars, mars, sars, tars;

belvars, farsa, varse,

/varsel

de/kors,

telnors

注(リ

形

<rs>の前の母音は一般に短いと言われてきたが,りストー4 から明らかなように,

すべてがそうであるとは言えない.このりストから基本形では短母音,屈折形では長

母音の傾向がはっきりと認められる.この傾向から逸脱するものとしては,基本形で

ありながら長母音を持つ多音節語の arsel, torsdag, orsak が挙げられる. arsel

は Skolverket a992)によると長母音とされているが,実際耳にするのは短母音が

多いように思える れはおそらくそのヴァリアントで短母音を持つ arsle からの、^

影響と思われる.ただ,両語ともかなりきつい卑語のためか,ほとんどの辞書では発

音記号まで表記していない.そのため,実際に arse1 が長母音であると言えるかど

うか疑問である.次に torsdag であるが,単一語の特徴であるアクセント 1 (曜日

名はすべてアクセント1)を持つことを考慮して基本形に位置させたが,この語はあ

るいは合成語とすべきかもしれない.前要素の tors一の基体は北欧神話に登場する

kon / tors ,

tenor の発音は Skolverket

弧付きなので,ここでは[0

( 1 )

h会rs , k会rs, 1会rs, V会rs,急rs ;

ars, bars, dars, fars, kars,

Pars, svars, tsars; memo/ars

働]: spars, bars, skars

(1992)によると[0■とあり,[U.]は括

]に分類した

Vars
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神名 Tor の属格であることは周知の事実である.とすればこの加rs一は屈折形に分

類され,全体としては合成語になり,<rs>の前の母音が長母音であることは上記の

傾向に何ら反することはない.最後に, orsak であるが,これは例外的に長母音であ

るとすることもできるが,語源的に対応する UrS会kt からの類推や分析から,語の境

界は orlsak とみることもでき,これを派生語と見なせば,基本形から長母音の例外

はなくなる.

屈折形のほほすべてが長母音であることは,まず<r>で終わる名詞に属格の一S を

付加しても,<rs>の前の母音はそのまま長母音が保持されること,さらに第 2 ・第4

グループの動詞語幹が<r>で終わるとき,その S一受動態(デポーネンスなども含む)

の現在形・過去形も,対応する能動態の母音が長ければ長母音はそのまま保持される

ことに起因する.これに反するものとして,つまり屈折形で短母音になる実例として

助動詞の現在形 t6rS と長短両方を持つ属格の関係代名詞 VarS がある.前者は不定

詞 t6raS が長母音であるにもかかわらず,現在形は短母音となり上述の傾向の明ら

かな例外と言えよう(-S は後続しないが,形が類似した別の助動詞の現在形 16r は

長母音である).次に VarS に長短両方があることは,上述の傾向から判断すると短

母音であれば基本形,つまり独立した語,長母音であれば属格の屈折形と解釈できょ

う.その意味で,この実例はりストー4 で基本形と屈折形の両方に位置させた

多少の例外はあるにせよ<rs>に関しては範疇別に,基本形では短母音,屈折形で

は長母音という明瞭な区別を確立することができる.このほか固有名詞であるが,こ

の区別から逸脱するものとして男子名 Lars R化S]があることを指摘しておく

最後に,<rs>の後にさらに子音字が続く基本形の例語をいくつか挙げるが,3 子

音字が続く条件では,母音は短母音である

-k: farsk, torsk, forska -1: fors la , vars la

-t: f6rst, borste -n : Varsna

(ただ, varsna については長短両母音の発音がある(svenska sprらkn五mnden

1965 ;清水 199シミ 3.1. B.(4)⑦参照)).

6.2.<rz>の前の母音について

なり,そり舌音[S]を形成するので,これも対象に入れる.しかし,<Z>は元来借

入語や固有名詞にしか使われず,しかも<rz>の前に第 1強勢を持っ普通名詞の実例

は見つけることができなかうた.知る限り,映画の主人公の名前 1例のみで,しかも

母音は短い. Tarzan レtas.an]<ターザン>.なお,<rz>とありながら<rts>とも

綴られ,[S]にはならない例(nerz/nerts)は次の§ 7.8 で扱うことにする

声音
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フ.<rt>の前の母音について

フ.1.先行研究における<rt>の前の母音の分類方法

今まで扱った子音字連続のうち<rd>,くrD,<rn>の前で長母音,<rs>の前では

基本形において短母音,屈折形において長母音というように比較的はっきりした境界

線を引くことができた.しかし,<rt>の前の母音の長短の区分は複雑である. Gar16n

(198印 H2)はこれを次の 3 つのグルーブに分類し,3 番目のグルーブの母音の長短

は随意的で話者によって異なるとしている

/長母音十 rt/: kart. fart

/短母音十 rt/: stJart, svart. m6rt, fort, bort 圖1

/長母音+ rtノもしくは/短母音十 rt六 Port, ort, skJorta

一方, Loman (1967.25)はこのことに関して Lyttkens & wulff ( 1885) sueπS々α

Sカア"dkeιS ljadld?、α Och beteckπiπgSιd?'αならびに Molde & wesS6n (1948)

SueπSk Sつアd元mアα jσア dαηS々αアの説を紹介し,彼自身もその説を踏襲しな力S

ら,歴史的・方言学的な調査が必要であると述べている.残念ながら手元に前者の著

作はないが, Molde & wesS6n の同書の第 4 版(197D があり,そこで<rt>の前の

母音について次のような分類が試みられている(§59.2):

母音 U, y,会,6 は女豆い.仞上 hurtig, myrten, hj会rta, m6rt

(ただし,屈折升ラは除く. dyrt, vart, f6rt)

母音白は長い.仞上 V会rta, tらrta

母音 a は単語によって短母音(svart),長母音(art, fart)がある

同書(§ 8,§ 10)において

母音 0 については,伺一語に長母音'短母音両方のヴァリアントがあるとす

る.伺1: ort, 10rt, fJorton.ただ, port については短母音であれぱ,より

日常的(mera vardagli8t),長母音であれば,より改まったとき(mera h6g-

tidligt)であるとする.

(母音 0 [筆者注記.母音/Uω/のこと]については,実際にはもう少し多く

の伺信吾が挙げられているが,りスト・5 に含まれることになるので上の引用では

省略した.)

Molde & wesS6n の分類は Gar1るn のそれよりも多少詳しく,母音の音質号1ルこ長短

の区別を一応示しているが,音質ごとにみても長短まちまちであること,0・母音は繁

雑であるから基凖を決めかねるとしても, a一母音の長短を区別する判断が示されてい

ないこと,またこの分類によっても合致しない例があり,その説明を欠いていること

など,この分類方法にはまだ不十分な点が残されている.もう少し網羅的・総括的な

分類基準が設定できないかどうかを検討してみたい
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先行する母音

<e>

<e>

[e:]

{記 1

<且>[徒 0

リストー5

基

a /1ert

hert ia

<註>[記]

本

( 1 )

<rt>の前の母音

, ex/pert, of/fert ,

形

<y>[y.1

bjart, smらrt, snart ,

Stjart, tV五rt, art; hJ会rta,

( 2 )P会rta, smarta, snarta ,

SV巨rta,谷rta, barm、h谷rti8

[ Y ]

1 促]

<6>[促 0

ert

屈

/myrten

fyrt i o ( 3 )

( 2 )

折

kart, skart, V註rt

働1: 1art , n谷rt, tart

be/gart

[ m ]

形

<U>

f16rt ,

St6rt 團11 ,

f 16rta ( 4 ) ,

St6rta

Iurt

Spurt; hurtig,

'turturduva

[Ha

[θ]

( 4 )

dyrt, yrt

働}: hyrt ,

[θ]/[H

<0> 1U江

Sport;助l bort

m6rt , sk6rt 1名1(恥

V6rt ,6rt ;

'1<6rte l , P6rte ,

,

,
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m6rt, sk6rt,

働]: f6rt , h6rt,

Sn6rt, st6rt

Pyrt, styrt

[Φ]

[.]ノ[ U :]

,

Spurta,

forta {剣

fort 同1}, hJort, kort f名1 ,

10rt, ort, port; fJorton,

hjortron,'kJortel,、mortel

SkJorta

k6rt, r6rt,

Purt, surt

ab/ surt

Stort

働]: smort,

剛 武jort

一
一

一
一



先行する母音

<0> [0:]

10 ]

/porter

bort 囲1], fort [名], kort 彫1, ,

Sort , sport ; a /bort ,

es /1くort , ex lport , im lport ,

rap/port, re/tort,

trans / port , a、 orta , borta ,

forte, korta 剛], porto,

Sporta

t会rta, Vらrta,会rta

art , fart, kart, part,

Smart, snart;/partisk,

arta, karta, arti8, arton,

/marter

kvart, svart, vart; kvarta

hart, start; a/part, starta

基

リストー 5 (続き)

本

<ら>

<a>
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[00

[a.]

形

{ a ]

れる

くは

屈

[ a ]

[av[a J

注(D

折

a]ert の母音を Skolverket ( 1992)では[e]としているが, Malm-,

Str6m & Gy6rki ( 1980 ), SAOL ( 1987 ), Forsknin8Scentra]en f6r de

inhemska spr会ken a994)では[記]とある.[記]が正しいであろう

Snart(a)の母音を Skolverket a992)は[e]と表記しているが こ,

れも[記]の誤りであろう. Lyttke鵬& WU]H a889)では f記]とある

fyrti0 は綴りと発音が一致しない

f16rt(a)はスウェーデン語の発音に一致させた綴り.借入元の英語か

らの綴りをそのまま受け継いだ fHrt(a)もあるが,発音は f16rt(a)

に同じ

Sk6rt [名]の母音を Skolverket a992)は[偲]と長母音で表記して

いるが,短母音[促]の誤りであろう. Lyttkens & wulff (1889)と

Loman a96を 25)は短母音である.形容詞 Sk6r の中性形 Sk6rt は

もちろん長母音である

注(2)

形

注(3)

注(4)

hらrt , SV会rt ,

klart, rart;

働]: spart

注(5)

V会rt

PO/1art

(以後,本稿の"a・母音"という表記方式は<a>で綴られ,[aa もしくは

を表す母音を示すものとする.その他の母音表記も同様に,当該の綴りで発音さ

長母音・短母音を示すものとする.ただし,0・母音は,<0>と綴られ[U:]もし

一
一

一
一



[Q]のみを指すものとし,<0>と綴られても

に分類する.)

フ.2.<rt>の分類

<rt>の実例を収集するにあたうて,<rt>と表記され,その直前の母音に強勢が

あっても末尾の<t>が発音きれなし晴吾(仞1えば, konsert [kon,S記r], kuvert [ke,V記:r]

など主として借入語)は収録しなかった.(上記のりストー5 を参照)

Loman (1967), Molde & wesS6n (197D などにより<rt>の前で,同一語において

長短両母音の発音があるとされている実例はすべて長・短母音併存に分類した.特に

0一母音は同一語において長短ともに現れることから,それらの語の発音はいくつかの

辞典などでチェックした(その出典などは§7.3 の表一1 を参照).

フ.3.[U:]/【Φ]併存型の変遷

まず,<0>で表記される[W V[の]母音の長短併存について考えてみる.これは広

くは地域的・社会的,狭くは個人によって,あるいは同・一話者でも状況によって,同一

の語の母音の長短が異なるという特殊性をもっている.単語によって母音の長短が

相違する a・母音の多数の実例とは次元が異なるといってよいであろう.したがって,

方言学的,社会言語学的,また歴史言語学的などあらゆる側面からの調査が必要と

なろう.これらの視点に立って考察するのは本稿では不可能であるが,手元にある

いくつかの辞書の発音表記を通して,過去およそ百年前の長母音・短母音の記述,

そして1960年代から現在に至るまでの母音の長短の変遷を概観することはできよう

これらの辞書の発音表記はその時代の発音を反映しているものと思われるからである

長・短母音併存型の単語でも,時代とともに少なくともそのいくつかは長母音または

短母音どちらかに定着しつつぁる可能性も考えられるからである.(なお,<0>と

表記されても[00, fo}の場合は長母音・短母音の併存は見られない).

長'短母音力H并存する実例の収集は Molde & wesS巨n (1971:§ 8)ならびに Loman

a96τ 25)力井旨摘しているものを中心ルこして,それにいくつか追加した.以下,使用

した辞典類を年代順に挙げ,その略語を左端に記す

LW= Lyttkens & wulff Q889) SA= SAOL Q98田

SG=菅原・ Gar1巨n U987)SP= svenska spr会knamnden a965)

LⅢ= Loman Q967:25) SS= svenska spr合knamnden &

MW= Molde & wesS6n U971:§ 8) Svenska AkadeⅢien (1988)

WS = wesS色n U973) Ab= AⅡ巨n a99り

CI = C011inder a974:185) SV= skolverket U992)

MG=Malmstr6m & Gy6rki a98の Fi = Forsknin武Scentralen f6r de

AS= A116n Q986 ) inhemska spr会ken a994)

[0:]もしくは{0]を表す母音はら一母音
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<-ort>

fjorton

fort [副

LW

幻ort {釧

SP

L(K)

hjort

[m

L(K)

hJortron

L

L 〔K〕

洲

kJortel

K(D

L/K

L(K)

kort 1劉

L(K)

WS

L/K

表一 1

L/K

L(K)

10rt

L(K)

L/K

CI

L/K

L(K)

nwrtel

L(K)

L

酬]

Ⅸ幻

L/K

Ort

L

L/K

L/K

Port

AS

L(K)

L/K

L/K

L/K

L(K)

L/K

Skjorta

Ⅸ玲

SA

L/K

L/K

K

L/K

L/K

<-art>

L(玲

L

SG

L(K)

apart

K

L(K)

L

L/K

L/K

L(勵

SS

L/K

hart

K(D

Ⅸ勵

L

L/K

Start

K(L)

Ab

L

L/K

K

K

L/K

L/K

Starta

L/K

SV

K

L

L/K

K(D

K

K

L/K

<-rd>

K

L/K

Fi

K

L/K

absurd

K

L(幻

L

L

L

L/K

L/K

L/K

評

gard

L/K

1"(K)

L

K

K

L/K

garde

L(K)

L/K

K

K

K

K

K

K

hird

L

L/K

L

K

K

K

K(D

L/K

K(D

<・m>

K

L(K)

K(L)

L

K

L/K

L(K)

kot山n

K(D

L/K

L/K

L

L/K

L/K?

<-rs>

K(D

L

L/K

K

L/K?

L(K)

arsel

L(K)

L/K

K

L/K

L/K

L/K

bevars

L?

K

K

L

L/K

K

K

Vars

K

K

K

K

L/K

K

K

K

L/K

K

L/K?

L/K

K

L/K

L

K

L/K

(くrt>以外のその他のそり舌音の前の母音については既述の各章を参照)

K

L/K

L

K

K

L/K

L/K

L/K

L/K

L/K

K

K(D

K

L

L/K

K(D

L/K

L/K

K

K

L/K

L/K

K

K(D

L/K?

K

L/K

L/K

L/K?

L/K

L/K

L/K

K

K

K

L/K

K

K(D

L/K

L

K

K

L/K

L/K

L/K

L/K

L/K
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L

L/K?

K

L(K)

L

K

L/K



長母音をし,短母音を K とし,これら辞書類の中の発音記述をし, K を用いて示

す力',"L,κ"もしくは"L e11er K"とあれば長・短母音併存と半11断し, L/K と記述

する."L aven K","L ofta K","L stundom K"とあれば長母音が優先するとみなし

てし(K),逆であれば K(D とする."L S会11an K"とあればし〔田とする.長母音あ

(マイるいは短母音のみであればそれぞれし,K とし,発音形の記載がなければ

ナス)の記号を付した(なお, e11er <または>,らVen <~もまた>, ofta <しばしば>,

Stundom <時には>, sa11an <まれ>の意味である).ただ, Fi の発音辞書はフィン

ランドのスウェーデン語が主体であるが,部分的にスウェーデン本国の標準スウェ

デン語の発音形も付加されてぃるのでその個所のみ利用した.これらを基にして表一1

(前頁参照)を作成し,右端の「評」(=評価)には各年代の発音から判断して現在の

"流れ"と思われる長母音・短母音の優勢を示してみたが,限られた辞書類から判断

したものであるため,当然ながら100%正確に現実を反映しているとは言えないかも

しれない.「評」の項に?を付したものは,判断しがたいことを示す.さらに表の後

半部には,<rd>,<rn>,<rs>において長・短母音両方を持つ実例も同時に付加した.

フ.4.[U.]/fの]併存型について

<rt>の前に[W V[.]力H并存する実例を上に12語挙げたが,これらを語源を念頭

に本来語・借入語に分類してみたが,それぞれ7語,5語と極端な片寄りは見られな

い.単なる本来語・借入語の区分でこの併存型を説明することはできそうにない

本来ミ吾: fjorton, gJort , hjort, hJortron, kJortel, 10rt, skjorta

借入語(低地ドイツ語力)ら): fort, kort,Ⅲortel, ort

借入語(ラテン語からシ Port

さて,表・1 の「評」からも長母音,短母音の混在する状態があらためて確認さ

れ,すべての実例が共通して同一の方向に向かっているとは言いがたいが,「評」欄

の?を考慮に入れると,"流れ"すなわち発音の趨勢として次のような分類ができる

であろう.

短母音に定着しつつある語. fort, kort,]ort, port

長母音に定着しつつぁる語. fJorton

長・短母音併存している語. gJort, ort, skJorta

どちらかというと長母音と思われる語. kjortel

どちらかというと長・短母音併存と思われる語. hJort, hJortron, mortel

この分類から短母音が単音節語に広まりつつぁる傾向が認められるように思われる

幻ort は長短ともにあるが,地域的・社会的な違いはもとより,同一話者においても

おそらくきまざまなコンテクストの中で長母音・短母音両方を使用しているものと思

われる.また ort についても,例えば ortnamn というときはほとんど長母音である
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が, f6delseort などでは短母音で発音されることが多い.これはたまたま合成語の

要素の配列においてであるが,その他の要因などでも違いが生じてくるものと思われ

る.今後はこの併存型の長・短母音の選択には,広い意味での各種のコンテクストの

調査も必要となってくるであろう. kjorte1 は辞書(AHをn 19部など)の記述によ

ると現在ではほとんど使われない単語であることから,スウェーデン人自身も長短ど

ちらが正しいのか確信力井寺てないのではないかと思われる.この併存型に属す実例の

内容をみると,名詞,形容詞,動詞,扇1信司,数詞と千差万別であり,しかもかなり頻

繁に使用されるものも多数あれば, kjorte1 のようにほとんど用いられないものもあ

る.意味や頻度数が併存型の存在に直接関与してぃるとみるのもむずかしい

[U:]/[Φ]母音併存型のいくつかは長短どちらかに移行しつつぁるものもあるが

そのまま併存型に留まるものもあることから,おそらく将来にわたってもこの多様性

は消えないであろう

フ.5.[甚■/[θ]併存型と屈折形における母音の長短

このように長'短母音併存は確かに[ua/[.}に多く見られるが,このほかに[Ha/

[θ]や lao/[a]にも少数ながらも存在する.[H■/[θ]にっいては absurt のみで

ある.これは形容詞の中性形で屈折形の範疇に属するが,長母音ではなく長・短母音

併存型である.これは基本形 absurd の長・短母音併存をそのまま引き継いでぃるか

らに他ならない.しかし,表一1から分かるように基本形が短母音に固定しっっある

ことから, absurt も短母音に定着してゆくことが考えられる.しかし,[W ]ノ[Φ]

母音併存型を除くと,<rt>の場合も前章の<rs>の場合と並行して屈折形には,はっ

きりと長母音の傾向が認められるため,屈折形 absurt は長・短母音併存型にそのま

ま留まる可能性も否定できない.以上のことより,この absurt と上述の gjort を

除けば屈折形はすべて長母音であり,その結果,屈折形では長母音力H呆持されるとい

う図式がすべてのそり舌音の子音字連続に共通することになる

フ.6.併存型以外の母音の長短

次に[aJ/[a]併存型が残るが,これは次の§7.7 で説明することにして,先に併

存型以外のすべての母音の長短を考察する

まず,<rt>は全体的に基本形において短母音力H馨勢であること,<rs>の基本形に

おいても母音は短母音であること,<rs>の<S>{S]も,ここで扱う<rt>の<t>

[t]も,ともに無声音であること,また,<rt>で長母音となる語はその多く力q昔入

語であること(下述),同時に<rt>において短母音となる語の性質を見ると,その

ほとんどがスウェーテン語本来の単語であること,これらを考え合わせると,<rt>

の場合も少なくともスウェーデン語の本来語は短母音であると仮定しても差し支えな
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いように思われる.とすると,次の6 語はこの仮定に反する

Iurt, snart, arton, kart, Vらrta,含rta

これらはスウェーデン語本来の語と思われるが,長母音となっている.まず,これ

らの実例において基本形に長母音が現れる理由があるのかどうかを考えてみたい

(i) 1Urt の場合

長母音を持つ Iurt は A11るn a986)をはじめとするいくつかの辞書によると

無変化の形容詞として記載されており,そのためりスト・5 では基本形に分類し

た.しかし,実際に用いられるときは,まず話し言葉に多く,しかもほとんど

常に"n会80t lurt"<何かうさんくさいこと>というように形答詞の中性形とし

てしか用いられない.この語は語源辞典に記載がなく,どのような経過を経て

成立したかはっきりとはわからないが、長母音を持つ Iura(低地ドイツ語から

の借入語)もしくは 10rt(本来語)と語源的に関連性があり,何らかの形でそ

れらから派生した形容詞かあるいは過去分詞のいずれかの中性形であろうと思

われる.とすれば,この語は歴史的にみれば屈折形に分類でき,長母音の由来

は説明できよう.しかし複数の辞書が現在,1U此を独自の見出し語として扱っ

とから,本稿でも共時的に<rt>が同・ーの形態素内に含まれると考え,ている こ

上述のように基本形ととらえることにした.またこの語の起源力H昔入語か本来

語であるかも不明であり,いずれの範疇からみても Iurt の長母音は例外的で

あるとせざるをえない(後述②β参照)、

(ii) snart のナ昜合

Snart は現代スウェーデン語ではこのままで独立した副詞であり,辞書にもこ

れが見出し語として挙げられているため,上述の Iurt と同じ理由により上の

リストで基本形に分類した.基本形であれば,当然長母音を持つ Snart は例外

となる.しかし,長母音となる理由を見出すのはさほど困難ではない. snart は

この形であまりにも頻繁に使われるため屈折形とは感じられないかもしれない

が,実際にはこれも形容詞 Sn釘の中性形が畜1括司として用いられたものである

頻度は転用された副1詞に及ばないが,現代スウェーデン語でも形答詞 Snar は

存在する.形容ヨ司 Snar も冨1括可 Snart も,ともに比較級・最上級は Snarare,

Snarast となり, snar と Snart との関係は決して薄れてはいない.したがっ

て,ここに長母音が生じるのは Snart が屈折形を引きずっているものと解釈で

きよう

(iii) arton の場合

今日でもフarton は兀 aderton であって ンランドのスウェ

このまま発音されているが,現代標準スウェーデン語ではその短縮形である

arton が広く用いられている.したがって, arton に長母音が用いられるのは
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元の形 aderton の長母音をそのまま引き継いだものと思われる

(iv ) kart, V合rta,会rta の場合

3語ともに本来語であるが,前者2語は現在のところ長母音である理由を見出

すことができない.最後の会rta は COIHnder a974:§843)によると短母音

であるとしている.

上述のことより、 1Urt, snart は通時的には屈折形から基本形へと転換したが,母

音の長さについては屈折形の持っていた長母音をそのまま保持してぃると解釈できよ

う. arton も通時的な視点からその長母音は説明される.確かに上記の6 語はすべて

例外扱いとなるが,少なくとも前者3語の場合,基本形でも長母音となりうる背景的

な理由は説明可能である.残りの 3 語 kart, V五rta,合rta も間違いなくノルド語本来

の語であるが,背景的な理由が不明の例外とせざるをえない.しかし, C01Ⅱ加er が

正しければ理由不明の例外の数は2語に減る

以上のことより,上記の例外を除けば次の原則が適用されよう

①スウェーデン語本来の語は,少数の語を除けば短母音である

逆に借入語のときは,次のようなことが認めるられるのではないかと思われる

②借入語であれば以下の 2条件を満たさない場合,長母音となる傾向がある

α.多音節語で第 1音節に第 1強勢が置かれないとき,第巧靈勢のある母音は短い.

alert, expert, offert, abort, eskort, retort, export, import,

rapport, transport, aorta

β. y-, U・,0一母音のときは短母音となる(y-, U一母音はしばしば,他のそり

舌音の前でも短母音となる.また 0・母音は条件αと一部重なる).

myrten, spurt, spurta, turturduva, porto, sport, sort

②の例としては,とりわけ a一母音を持つ実例の大多数にこの傾向が認められる

art, fart, part, smart, partisk, arta, karta, arti三, marter,

Porter, tらrta

この傾向から逸脱して短母音となる借入語の実例には,次のようなものが見出される

f 16rt (a), 1くVart (a)

ところで,条件βの y・, U一母音にその実例が少ないことは他のそり舌音と共通し

ている. fyrti0 が綴り通りの発音でないことはすでに述べた. myrten は時代がやや

さかのぽるがラテン語からの借入語, spurt(a)も英語からの借入語である.こうみ

ると,<rt>の前で y-, U一母音を持つ語はスウェーデン語本来の語には存在せず,借

入語でさえもきわめて少ないと言える(上述の Iurt 参照).

②はあくまでも"傾向"であって,借入語すべてに当てはまるわけではない.①ほ

どに②が適用できないのは借入語を出発点としているからであろう.つまり,「原語」

(ka11Spr会k)でその借入語の元の母音が長ければ,借入語となってもその多くは長母
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音となるであろうということは当然ながら予想できる.しかし,原語の母音が長く

も借入先のスウェーデン語で長母音となる保証は一切ない.短母音も同様である

えば

原語で短母音(独語. Marter) スウェーデン語では長母音. marterーー→

原語で長母音(イギリス英語. sport)→スウェーテン語では短母音: sport

(借入語の原語あるいはその方言,時代,当時の発音などを特定するのは容易

では参考として対ではない.原語力H氏地ドイツ語と推定されるものは, 、^、ー

応する現代ドイツ語の発音を挙げた.また,英語からスウェーデン語への借

入を言う場合,第 2 次世界大戦前までは,その原語はもっばらイギリス英語

であり,その英語では上述のような音声環境では<r>は発音されないのが通

例である、ちなみに,借入語に関して原語の母音の長短とスウェーデン語の

母音の長短の関係を歴史的な視点を加えたうぇで調査する必要があろう.)

つまり,借入前の原語における母音の長さは,借入先の言語の音韻体系の中に入れ

ば当然ながら調整きれる可能性がある.そのため,借入語に長母音の実例もあれば短

母音の実例もあることはむしろ当然である.にもかかわらず,<rt>においてスウェ

デン語で多くの借入語が長母音となる傾向が認められ,しかも上の2つの条件が多く

の借入語に適用されることは十分に留意しておくべきあろう.

以上の原則をまとめると,<rt>の基本形の場合,併存型は別にするとスウェ

デン語本来の単語は通例短母音であり,借入語は条件付きで長厩音の傾向があると言

える.

,
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フ.フ.[a.]ノ[a]併存型について

最後に,残る併存型[Ga/[a]について上述の①,②の原則を基にして考えてみた

い.基本形における[Q:]ノ[a}併存型の実伺Nよ apart, hart, start, starta であ

る'これら 4 語のうち hart を除けば,残りの 3 語は問違いなく借入語である.②の

原則がここに適用されるなら,長母音となるべきであるが,実際には長・短母音力"并

存している.個々に検討する前に表一1 から,[W }/1Φ]のときと同様に,現在の傾向

を苧しておく.

長'短母音が併存している語. start, starta

どちらかというと長・短母音併存と思われる語. apart, hart

( i ) start, starta の場合

Starta は Start からの派生動詞とみてよいであろう.この語は英語から借用

された比較的新しい借入語である.母音は原語でも長く,また上述②の原則か

らも当然ながらスウェーデン語でもその母音は長い.したがって,このき吾に初

めから長'短母音ともに存在したとするよりは,やはり借入当初は長母音のみ,

と
例



もしくは長母音が主体であったと考えるほうが自然であろう.ではどのようにし

て Start に短母音が加わったのであろうか.それはおそらく動詞 Starta の音

節の構造に原因があるものと思われる.つまり,スウェーデン語で語頭が/S十

子音/で始まり,ノーrta/で終わる動詞のすべては短母音であることから(例

St6rta, snarta, svarta, spurta, sporta),これらの類推力H動いて Starta に

もまた同時にその名詞 Start にも短母音が用いられるようになったものと思わ

れる.なお,先の表一 1 を参照すると,19世紀末の Lyttkens & wulff (1889)

で Start の発音表記が長母音しか記載されていないことから,短母音が加わっ

たのはそれより後の時代であることが見て取れる

(ii) apart の場合

これはフランス語 a part を出発点としてドイツ語・英語経由の借入ときれて

いる(wesS毛n 1973).上の Start と同様に原語の母音は長く,これがそのまま

スウェーデン語に導入されたと考えれば長母音の存在は説明できよう.しかし

apart の場合は上記②の原則に付帯する条件αに合致するため, alert などと

同じように apart も第 2 音節の母音が短くなったものと思われる.キ6そらくこ

の語は今後,短母音が主体となってゆくのものと予想きれる.ちなみ牝, SAOL

a986)の最新版では短母音のみしか記載されていないことは示唆的である

(iii) hart の場合

先の表・1からもわかるように,どの辞書も長短併存を採らず,どちらか一方と

しているが,長母音か短母音かは辞書によって異なり長短を決めが九い.語源

辞典( He]1quist 1966; wesSるn 1973)によると,古期スウェーデン語期( forn-

Svenska)の形容詞 harber <h会rd>の中性形から転用きれた岳1信司であるとして

いる.しかし,元来の形容詞の母音がその後 a >会に変化したため, a一母音

を保持したこの副詞は元の形容詞の屈折から孤立して現在に至るときれている

また別の見方として,同様な用法の中世低地ドイツ語の hart からの影響で

ら・母音ではなく a・母音を保つとも言われている.この語を独立した本来のス

ウェーデン語の単語ととらえれば,短母音であり,外国語の影等が濃いとすれ

ば,借入語は長母音という上述の傾向に沿うものと言える.いずれにせよ,上述

の原則kは何ら抵触しない

ところで a一母音には,上で見たように多くはないが長・短母音併存型の存在が許

きれている.その一方で, a・母音には単語別に長短が分かれる実例も多数ある.それ

らの実例の多くは借入語であり,借入時に長・短母音併存型選択の可能性もあったに

もかかわらず,なぜその実例がきわめて少ないのかを考えるとき,まだ解決すべき

疑問がいくつか残っている

なキ6,固有名詞として Mらrt印(男子名)は長・短母音併存型であり, Martin (男
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子名), Marta (女子名)は短母音であることを付加しておく

れた名前である

フ.8.<rt>に後続する子音

最後に<rt>の直後にさらに子音が続くとき,それが基本形であれば短母音であ

る.下の実伺1の<rts>,<rtz>は[ts],<rtn>は[tn]の発音となる.なお,()

内の綴りは別の綴り方を示す

基本形

短母音仞上 harts, hurts (= hutch); hertz, nerts (= nerz)

( hertz, nertS ともに発音は[記])

基体から派生した語や屈折形であるときは,母音の長さはそのまま保持される

長・短母音併存型もそのまま保持される

屈折形・派生語

支豆母音イ呆;寺仞1: kvarts, svartna, bortre

長母音保持仞L partner, farts, h6rtS 働1, torts f剛

長'短母音併存保持仞上 orts

これらはすべて借入さ
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8.全体的なまとめ

8.1.そり舌音と各母音の実例数

これまではそり舌音の前の母音を個別的に検討してきたが では全体的に展望、^、ー

してみたい.まず,そり舌音が全般的にとの母音価と結び付きゃすぃのか,あるいは

その逆なのかを調べるために,下記の表一2A,表一2B を作成した.数字は上述の各

リストに挙げた実例の数である.各りストにはそり舌音の子音字連続を含む実例をす

べて採録したっもりであるが,見逃した単語が多少あるかもしれない.したがって

数値に多少の誤差があろうことは承知しているが,全体像自体はそう大きく変わるこ

とはないものと確信している

さて,母音価別にまとめるにあたって当然のことながら,例えば<y>で[鴨]の発
J上

となる fyrti0 などは<6>[m]の項目に分類してある.同様にスウェーデン玉で

は<0>の表記でありながら,<会>の発音と同じになる実例も<0>/<会>の[oa,[。]

に分類した.また VarS のように基本形とも屈折形とも解釈できる実例は基.屈それ
ぞれの項目に十 1と記載した

表の中にはごく少数ではあるが,<rd>、<rl>,<rn>,<rs>,<rt>が必ずしも単一

のそり舌音にならない語も含んでいる.例えば, hird は[rl+[dl/[r]十!d]ともに

あるが,後者の発音のように単一のそり舌音とはならないにせよ,そり舌土をAむ可
能性があるので表に含めることにした
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単音節語と多音節語,また語アクセントの 1とΠについても母音の長短に関しては

顕著な特徴は見られなかった.ただ全体的にそり舌音の場合,多音節語のほうが基本

形において実例が多いように思われる.また特に i-, y-, U一母音に関してはその多

くの実例が短母音であり,少ないながらも全体的に多音節語の範疇にその実例がやや

多いと言えよう.全体的に単音節語と多音節語とでは大きな違いが認められなかった

ため,ここでは単音節語と多音節語の実例数は合計した数値にしてある

屈折形が<rl>ではまったく存在せず,<rn>でも過去分詞や複数・既知形を除い

てほとんど生じないのは, n一ではじまる文法的形態素が<r>で終わる語に接続する

ことが少ないからである(<rn>の直前の母音に強勢の置かれない Sommarn などは本

稿では除外してある).それに対して<rd>,<rs>,<rt>において屈折形が多いのは

すでに§ 2 で述べたように, d-, S-, t一ではじまる文法的形態素が体系的にしかも

頻繁に現れるからである

8.2.基本形・屈折形における母音の長短

各そり舌音と母音の長短について各章で明らかにしたように,<rd>,<rl>,<rn>

と<rs>,<rt>との間にはっきりとした境界線が引ける.つまり,前者 3 種は圧倒的

に長母音と結ぴ付き,後者2種は基本形において短母音と結ぴ付くことが多いと述べ

てきた.そこで上の2つの表を次のようにまとめてみた.総合とは基本形と屈折形を

合計したものである.なお,数値は実例数である

総

L L/K

基

L

形

L/K

rs

rt

こうみると,まず基本形において構造的に"長母音+<rd>,<rl>,<rn>"であるこ

とは間違いないであろう.<rs>においては"短母音十<rs>"と判断してよいであろ

う.<rt>についても短母音がかなり多いことに疑いはない.ただ,<rt>においては

他では見られない特徴として長・短母音併存型が著しく多いことである

屈折形全体について言えることは,3例(短母音の t6rs,長・短母音併存の absurt

表一3

屈折形

K : L/K

105

63

25

88

51

L K
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と且jort)を除けばすべて長母音とみてよいであろう.屈折形の母音の長きは,原則

として基本形の母音の長きを保つと言える

次に,基本形と屈折形を総合した観点から見ると,基本形でも屈折形でも長母音で

ある<rd>,くrD,<rn>は集計すれば長母音一辺伊1になることは当然である.しかし,

<rs>では基本形においてほぼすべて短母音,<rt>も短母音力H墨勢であるのに対して,

屈折形では長母音となり,とも牝逆転する.つまり,総合ではすべての屈折形に共通

する長母音の特徴も含んでしまうため,<rs>,<rt>では総合的にみると長母音・短

母音の区別が不鮮明になってしまうと言えるであろう.ことに<rt>は基本形におい

て長母音と短母音の実例数の差が他のそり舌音の子音字連続の場合ほど極端に大きく

なく,屈折形の実例はほぽすべてが長母音のため,総合的には長母音・短母音が互角

となってしまっている.<rd>,<rl>,<rn>は基本形でも屈折形でも長母音であり,

総合的にも長母音で何の矛盾もきたきないが,<rs>,くrD は基本形で短母音,屈折形

で長母音という具合に相反する 2 面性を内部に抱えてしまった.ところが,<rs>は

§ 6 で確認したように基本形では"短母音十<rs>"という構造が確立されてぃるため

に,基本形の短母音と屈折形の長母音は明確に区別されている.しかも長・短母音併

存型はほとんど見られない.<rt>は基本形においても全体として短母音力H聾勢程度

としか言えず,しかも長・短母音併存型が5種のそり舌音の中で一番多く分布し,そ

のうえ表 2-B には現れないが, a一母音は単語によって長母音と短母音に分かれて

しまう事象も内包している.これにきらに,屈折形の長母音が加わると,様相は一層

複雑化して<rt>の母音の長短を一律に決定するのを困難にしている.おそらく多く

の学習者はまきにこの"総合的な"視点,つまり基本形と屈折形を混合してとらえて

しまう視点に立たきれているのではないかと思われる(§9参照)

<rt>が基本形で長母音なのか短母音なのかを明確に識別できないことが,長・短

母音併存型を引き起こしたのか,それとも,かねてから存在した長・短母音併存型が

基本形の長母音と短母音の区別を妨害しているのかは不明である.確実なことはこの

長'短母音併存型が一番多いのは,まきにこの<rt>にあるということである.また,

すべてのそり舌音のうち,母音の長短の区別の鮮明度が最も低いのも<rt>の場合で

ある

いずれにせよ<rd>,くrD,<rn>は長母音,<rs>,<rt>は基本的には短母音であ

るということは間違いないであろう.なぜ同じそり舌音の中でこのような異なった対

応が生じるのかは歴史的にも考察する必要があるが,前者に含まれる d, 1, n が有

声音,後者の S, t が無声音であることに関連してぃることは否定できないであろう

8.3.各そり舌音と母音価の結ぴ付き

各そり舌音と長母音'短母音の区分が明らかになったところで,問題となるのは各

-64-



そり舌音と各母音との結ぴ付きに何か特徴が見られるかを検討してみたい.そこで ,

上記の表・2A,表・2B から,各母音価の実例を頻度数の高い順に配列してみた.()

内の数字は実例数を示す

a)<rd>の場合

基本形:1記:] a7),[0O U6),[a江 a3),[ua a3),[促.](8),

[a]/[0.](2),[1]/[i.] a),[ea u),[丑■ a),【θ] U),

fH:]/[θ](D

屈折形 1田ヨ a2),[W ](8),[yJ (フ),[記ヨ(6),[ao (2)

総合 1記a (23),[U:](2D,[促:](20),[0:] a6),[a:] U5),

[a:]ノ[a](2),[i:]/[1](1),[eo u),[丑司 a),[θ] a),

[Ha/[θ](D

以上から,総合的にみると頻度数が高いのは長母音の[記0,[UO,[侃],[ao,

[0:],逆に低い( 2例以下)のは[a:]/[a],[i:]/[1],[e:],[H.],[θ],[丑:]/

[θ]である

②<rn>の場合

基本形:[記:](23),[鳴ヨ aの,[U:](8),[a:](8)

[丑:](2),[0:](2),[L] U),[Y] a),[H:]/[θ] a)

屈折形:[U:](3),[HO (3),[0:](3),[ao a)

総合:[記■(23),[U江 aD,[田.] aの,[a.]四),[H.](5),[00 (5),

[U (D,[Y](D,[H.]/[θ](D

総合的にみると最も頻度数が高いのは[卸],そして[U江,[a.],[田J が続く

1例のみは[1],[Y],[H:]/[θ]である

(3)<rl>の場合

基本形 1卸] aの,[0.](5),[a司(4),[化ヨ(4),[y.](D,[i.] a)

屈折形.ゼロ

急合 基本形に同じ

総合的にみると最も頻度数が高いのは[記ヨ,そして[0■,[aa,[侃]が続く

1 例のみは[y:],[i 司である

④<rs>の場合

基本形 1記](20),[0] aの,[a](8),[θ](フ),[田](5),

[Y](3),1U:](2),[可(2),[L] a),[aa a), fa.]/[a] a)

屈折形:[促o a7),[卸] a3),[aa U2),[H:] a2),[U■ ao),

[0:](9),[ya (5),[i:](4),[e:](3),[促](D

総合 1記](2の,[促.] a7),(卸](13),[oa a2),[丑■ a2),[U.](12),
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ι0] ao),[0司(9),[a](9),[θ](フ),1促](6),[y.](5),

[i:](4),[eo (3),[Y](3), f司(2),ι1] a),[a:]/[a](D

総合的にみると最も頻度数が高いのは[記],そして[佃ヨ,1a.],[卸]と数値的

に途切れなく続き,3 例以下は[e:],[Y],[Φ],[司,[a a/[a]である

⑤<rt>の場合

基本形:[0] a8),[記] a7),[a.] a2),[促] aD,[ua/[Φ](1D,[0江(4),

[a](4),[θ](4),[a司/[a](3゛D,[Y] a),[丑江(D,[Q](D

屈折形:[化:](8),[記ヨ(フ),[y■(5),[ua (4),[a.](4),[00 (3),

Ie:](D,[HJ (2),[丑:]/[θ] U),[ua/[の](D

総合 10a a8),[記] a7),[a.】 a6),[U.]/[の] a2),[促](1D,[促J (8),

[記:](フ),[0江(フ),[y:](5),[U司(4),[θ](4),[a](4),

[a:]ノ[a](3,D,[丑a (3),[e:] a), fY](D,[Φ](D,[U:]/[司 a)

総合的に頻度数が高いのは[0],[記],1a0 であり,その後これも数値的に途切

れなく続き, 1 例のみは[e■,[Y],[可,[U:]/[ω]である

以上の結果をみると長母音をとる傾向の強い<rd>,<rn>,くrD については,[記:]

が圧倒的に多い.それに続く母音としては[卿],[U■,[aJ ,[00 がある.低い頻

度の母音は[y:],[Ha ,最も少ないのは[i J ,[1],[eJ [Y],[θ]であった.まっ

たく生じない母音は[e],[記],[促],【Φ],[0],[a]であった

次に短母音をとる傾向の強い<rs>,<rt>につぃては, f徒],[ao ,[0],[紀江の

母音が多いが,圧倒的とは言えない.[U司ノ[Q]併存型もかなり頻度が高い.低い頻

度数の母音としては[1],[e.],[Y],[の]が挙げられる

①から⑤まで全体を通しては,やはり[卸],1記]が頻度上断然多く,次に[aJ,

[促.]が続く.少ないのは[ia,[L],[eo,[Y],[Φ]であろう.母音[ε■,[e],

[φω]は<r>の前では存在しえないことはすでに述べた(§ 3 参照).言い換えれば,

前舌・後舌の半広口([εJ は除く)から超広口の母音がそり舌音と最も「相性」が

良いといえる.逆に前舌の狭口から半狭口の母音およぴ部分的に中舌の狭口・半狭口

の母音はそり舌音ときわめて「相性」が悪いと言える(音韻論上の日本語による休藷吾

は間瀬 a995)のものを使用した).

i-, e・, y・, U・母音は,長母音の傾向を示す<rd>,<rl>,<rn>においても,短母

音の傾向を示す<rs>,<rt>においてもきわめて頻度力H氏い.とりわけ i・, U・母音

の直後に<rd>,<rn>,<rs>が続くと,[r]カ"肖失することなく[r]十'歯音'とい

うように個別に発音きる.(その場合<r>の直後の歯音はそり舌音化することもある

ことはすでに確認しナと(仞上 kurd, hird, firn, hirs ).)

i・, U一母音が[r]消失を阻止するのか,単一音としてのそり舌音化を妨げるのか,
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それともそり舌音が i-, U・母音に先行きれると自動的に個別に発音されるのかは,

決めがナとい. i・, U一母音が<rd>,くrD,<rn>,<rs>,<rt>とともに現れるのは数少

ないことは事実である.基本形でも屈折形でも頻度数の低い母音はすべてのそり舌音

の子音字連続に共通しているが,逆に基本形でも屈折形でも頻度数の高い母音ですべ

てのそり舌音の子音字連続に共通しているものは 1つもなかった

スウェーデン語では e-(ここでは短母音のみを指す), a-,6一母音は一般的に音節

末の<r>の前で口の開きが大きくなり,前者の 2 母音はそれぞれ[記],[記ω]に,

そして後者の 6一母音は[促ω]となることは周知の事実である.そり舌音の子音字連続

の前でも当然ながら同様の変化を起こす.ただ,そのとき[r]は次の歯音と融合し,

そり舌音化する(このとき母音が長母音となる<rd>などでは,代償延長がもちろん

考えられるが,これは史的枠組みの中で考察したい).したがって理論的には通例,

[e],[ε:]や[φ],[φ.]は起こりえない.その一方で,[記],[記:],[促],[促:]と

そり舌音との共起の実例は枚挙にいとまがないことから,<r>の前におけるこれらの

母音の変化は,そり舌音化以前に生じたことは間違いないであろう

9.終わりに

<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,<rt>の前の母音の長短についてほとんどの学習書は解

説を欠いている.たとえ説明があっても,ただ単に前者3種は長母音,後者2種は短

母音程度の説明である.学習者はそり舌音化する<rd>,<rl>,<rn>,<rs>,<rt>を

すべて同一のグループととらえるため,その直前の母音の長短に関して異なった対応

をしなくてはならないことに戸惑いを感ずるであろう.事実<rs>につぃては先行

母音は短母音と説明きれても,学習者は屈折形の長母音にも頻繁に遭遇するため,こ

の説明に疑念を抱くであろう.つまり,屈折形とは意識せずに"総合的"にとらえて

しまい,無秩序に短母音も長母音もほぼ同程度に生ずるものと理解してしまう危険性

がある.<rd>,くrD,<rn>,<rs>,<rt>の前の母音の長短の区分基準を見出すため

に,言い換えれば"総合"の危険性を回避するために,ここに基本形と屈折形という

分類を導入することによって,これらの子音字連続の前の母音の長短の区分が多少な

りとも明らか牝なったものと思われる.すなわち,そり舌音の前の母音は,屈折形牝

おいて屈折形態素の歯子音字に影響されることなく,常に長母音であることが判明し

たことによって,基本形のそり舌音の前の母音の長短も,より一層明確に示すことが

できる

次頁の表一4 には,そ

分けてその区別を示した

また地域・社会・個人によ

音でも現れうることを示す

り舌音の子音字連続の前の母音の長短を,基本形・屈折形に

なお, L =長母音, K =短母音, L~K は単語によって,

つて,さらに同一話者・同一語内において長母音でも短母

(マイナス)は存在しないことを表す
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<rd>,<rl>,<rn>は全体を通して長母音,<rs>は基本形と屈折形で長短がきれい

に分かれる.そして,<rt>も屈折形では長母音であることを確認した、また,派生

語はS2の前提により除外したが,長母音を持っ基体が派生語となってもその母音が

短母音化される例は,<d>,<]>,<n>,<S>,くD で始ま乃てそり舌音を形成する接尾

辞においては 1例もない.このことから,長母音を示すという点において派生語も屈

折形と同じ範疇に入ると考えてよいであろう.ここまでは比較的問題なく結論が引き

出せよう

残るは,<rt>の基本形における母音の長短である.先にも紹介し九が, Molde &

WesSそn a97上§59)は a・母音は単語により長短が異なり,0一母音は長'短母音併存

とし,この2種の母音の長短についてはその区別を学習者の判断に委ねてしまってい

る.本稿ではその委ねられた部分を§7で中心的に検討してきた

0・母音の実仞ルよ確かにそのほとんどが長・短母音併存型であるが,それでも短母音

にほぼ定着しっつぁる語,また長母音にほぽ定着しつつぁる語の存在も確認した

長・短母音併存型の語業は根強く残るものの,次第に限られた数になりつつぁるのか

もしれない.つまり,母音の長短が意味の違いを決定するスウェーデン語にあっては,

このように同一語で長母音・短母音ともに可能な語業が存在できる許容範囲力珂央めら

れっつぁることを意味しているのかもしれない.しかし,スウェーデン語全体の語業

数に比べれば,長・短母音併存型はごくわずかの単語にすぎず,しかも周囲からの潜

在的な長母音・短母音弁別の圧力にもかかわらず,特に 0・母音を持つ語に集中的に

存在しているのは興味深い

0・母音の長・短母音併存型を除く残りの母音に関しては,ミフ.2 で検討した原則が

適用されると考える.すなわち,基本形における<rt>の前の母音の長短について,

①スウェーデン語本来の単語であれば短母音(例外: Vらrta など).

②借入語であれば長母音の傾向がある(例外. kvart など)

ナとだし,次の 2 条件力H寸帯する

多音節語の借入語で第1強勢が第1音節にないときは,第珂重勢のあるα.

母音は短い

β. y-, U-,0一母音は短い

基本形

屈折形

rd

表一4

L

rl

L

L

rn

L

rs

L

K

rt

L

L~K

L
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ただ,何をもって借入語と見なすかは判断の分かれるところであるが,一般の語源辞典

の解説に準拠するものとし,原則としてその借入時期がそり舌音の形成(wesSるn 19能

§ 166)きれた新スウェーデン語前期(aldre nysvenska .16世紀)以降としておく

また,いずれが借入語か本来語かの識別を初級の段階で学習者に要求するのはやや

厳しいが,すでにこの段階で多音節語に限って(借入語に特徴的な)強勢の位置など

を指摘しながら,この区別を少しづつ認識きせてゆくことは今後の学習にも大いに役

立つものと確信する.この違いを会得することは,スウェーデン語文法を習得してい

くうえで,例えば複数語尾の選択,きらには<0>表記の発音が[ua か[0ヨか,

あるいは[ω]か[0]かを区別をするときにも不可欠な知識となってゆく

さて,§1の子音字の数と母音の長短の問題に戻ると,結論にあるように"長母音

十<rd>,くrD,<rn>"しこ対して,主として"短母音+<rs>,<rt>"であることから,

子音字の数から母音の長短を判断する原則に従うと,前者が例外であって,後者は

原則通りとなる.事実<r>を含むその他の子音字連続<rg>,<rk>,<rp>,<rr>,

<rv>の前の母音は常に短い.ところが,"長母音十<rd>,<rl>,<rn>"は内答的にほ

とんど例外なく長母音であるのに対して,"短母音十<rs>,<rt>"では,とりわけ

<rt>の実例で長母音・短母音力斗昆在しているのはまったく逆説的であり,学習者に

注意を喚起する必要があろう.合わせて,ここにそり舌音に先行する母音の長短に関

して,本稿の調査結果を総まとめしておく

a)<rd>

基本形⇔長母音

〔例外〕短母音. kurd

長・短母音併存. hird, absurd, aard, garde

(hird 力H吏用きれる分野は歴史関係などに限定きれるであろう. kurd と absurd

は比較的頻繁に用いられる. gard,8釘de は必ずしも頻度力H氏いとは言えない.)

屈折形⇔例外なく長母音

(2)<rn>

基本形→長母音

〔例外〕短母音. firn, noldurn

長・短母音併存. koturn

(nokturn もやや特殊な語と言えるが,他の 2 語はきらに特殊であろう.)

屈折形⇔例外なく長母音

③くrD

基本形⇔例外なく長母音

屈折形→実例なし
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(4)<rs>

基本形⇔短母音

〔例外〕長母音: orsak, arsel

長・短母音併存 Vars

(arse1 は卑語で,標準スウェーデン語を学習するかぎり特に必要とは言え

ない.残りの語はすべて必修単語である.なお, varS は下記の屈折形に挙

げられる VarS と同一語である(§6. D.)

屈折形⇔長母音

〔例外〕短母音. t6rs

長・短母音併存 Vars

(t6rS は重要な助動詞(現在形)である.)

⑤<rt>

基本形⇔原則として短母音

長母音と長・短母音併存の実例も少なからずある

長母音の実例

IH:]:1Urt

[0:】: porter, t会rta, V会rta,らrta

[a:]: art, fart, kart, part, smart, snart, partjsk, arta,

karta, artig, arton, marter

長・短母音併存の実例

fΦ]/1U:]:「ort 圖」1, hJort , kort [名1, 10rt, ort , port , fJorton,

hJortron, kjortel, mortel, skJorta

[a]ノ[0:]: hart, apart, start, starta

屈折形一長母音

〔例外〕長'短母音併存: absurt, gJort

(absurt は①<rd>における absurd の屈折形であり,幻ort はきわめて

重要な完了分詞である.)

*上記の子音字連続において,単一のそり舌音とならずに,[r]十'歯音'もしくは

[r]十'そり舌音'となる実例(下線の引いてある長・短母音併存の実例がすべて

短母音で発音きれるときに,このことが言える.)

<rd>: kurd, hird, absurd, Rard,倉arde

<rn>: firn, nokturn [Y], koturn

くr1ン実例なし

くrSン hirs, turs (基本形)

くrtン absurt
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これらの実例の先行母音は短母音[L],[Y],[θ],[a]のいずれかである

本稿では,<rd>,くrD,<rn>,<rs>,<rt>の前の母音の長短の区別に必要な基準

として基本形と屈折形,ならぴに本来語と借入語の範疇を導入した.前者の屈折形に

ついては,学習者は文法を習得していくと同時に理解できるようになるので問題はまず

なかろう.もうーつの基準は常に明快に識別できるとは限らないが,本来語と借入語

の区別は今後のスウェーデン語学習に肯定的につながる点が多々あることから,この

重要性もスウェーデン語教育の視野に入れておく必要があろう

a996-09-02)
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10.実例語のりスト

*実伊信吾中の日本語訳は単なる目安のためであるから,なるべく短い訳語を 1 つ記

載した

*屈折形は→によりその基本形と語形を示した

*屈折形中の略語は以下の通り.現在=現在形,過去=過去形,過分=過去分詞,

中性=中性形(形容詞の中性形は副詞でもあるが,ここでは副詞であることは記

載しない),完分=完了分詞, S一受=S一受動態,属格=属格形.形=形容詞,複数

=複数形,なお単数形は特に指示しない.これらが組み合わきれたときは次のよ

うにする.仞上過分・複数

*同綴りの実仞1語などで母音の質や長短に違いがあるときは,その母音の発音記号

を付しナと.

abort

absurd

absurt

ackord

aderton

advers

aff会r

aHar の属格affars ーー→

alert 機敏な

aorta 大動脈

apart -一風変っナと

ar アール(面積の単位)

arkitektur 建築

arlくitekturs ーー→

arla 早朝

arS → ar の属格

arsel {卑語〕尻

arsle (卑i副尻

art 種類

arta sig ~のようになる

artig 礼儀正しい

arton (aderton の短縮形)十八

averS 貨幣などの表仰1

baner 旗印

baner の属格baners ^)

銀行家bankir

bankir の属格bankirs ーー→

bar 軽食堂

中絶

馬鹿げた

absurd の中性ーー^

出来高払い

(art師の古形)十八

貨幣などの表側

店

bard 吟遊詩人

barmhartig 慈悲t栗い

barn 子供

barnmorska g力産婦

barnslig 幼稚な

bars [0:1 → bara の過去・ S一受ーー^

bars [a0 → bar の属格ーー^

bastard 庶子

begara 要求する

beg註rS → beg会ra の現在' S一受

beg会rt → begara の元分

besvara 面倒をかける

besvara の現在・ S一受besvars ーー^

bevarS あらまあ!

bilJard ビリヤード

b仏rt 派手な

bJ6rn 質罵

bJ6rna 返済を求める

bord テーブノし

borda (船などに)乗り込む

b6ra の過去borde 【^

bordS → bord の属格

boren 生まれながらの

borna → boren の複数

borste ブラシ

bort [U:]→ b6ra の元分

bort [0]むこうへ

borta むこうに・で
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bortre ずっとむこうの

boulevard 広い並木道

bror 兄弟

bror の属格brors ーー^

brorsa 〔俗語〕兄弟

brorskaP 兄弟の問柄

→ bara の過分・複数burna

b含rd 縁飾り

b会ra 運ぶ

bara の現在・ S一受b会rs 、]一,

b6ra ~すべきである

b6rd 出生

b6rda イ可

b6rS 財布

dag e

dars (daaarS の短縮形)→ da8 の複数

属格

dekor 装飾

dekor の属格dekors 、ー^

独裁制dilくtatur

djktatur の属格diktaturs ーー^

direld6r 所長

direkt6r の属格direkt6rs ーー^

多様のdiverse 1重々

dJur 動物

dJurS → dJ山の属格

dorn シャフト

dynamitard 爆発物を使用する強盗

dyr 高価な

dyrt → dyr の中性

d会rskaP 愚1テ

eder あなた(方)の

er1谷gga 支払う

ern含達成する

ers (ederS の短縮形)→ eder の属格

ersatta 補償する

ert (edert の短縮形)→ eder の中性

eskort エスコート

expert 専門家

export 輸出

extern 外音乃の

far 父親

fara (乗り物で)行く

farlig 危険な

fara の過分・複数farna ーー^

fars [0.]→ far の属格

fars [a]笑劇

farsa 〔俗語〕おやじ

fart スピート

fartS → fart の属格

figur

figurS → fi倉Ur の属格

fira 祝う

firn [L]半立1犬ナk雪

firnin8 [i 0 祝うこと

fJord フィヨルド

fJorton 十四

fjard 入江

fJ会rde 第四番目の

flarn 薄手のクッキー

flirt (=f16rり

fHrta (= f16rta)

f1巨rd 虚飾

f16rt いちゃつき

f16rta いちゃつく

fordon 乗り物

fordra 要求する

{orn 昔の

forS 急、流

forsa 噴出する

forska 研究する

forsla 運搬する

forta (時計など力り進む

forte {音楽〕フォルテ
止ヒ

fort [0] 王i

fort [Φ]速く

frisyr へアスタイル

frisyrS → frisyr の属格

friS6r 美容師

friS6r の属格friS6rs ーー^

fyrlin三四つ子

fyrti0 四十

f会rd 旅

f巨rdaS 旅をする

f会rde ~が進行している

fardig 準備のできナと

fらrla 厳命

f註rna 〔魚〕ローチの一種(コイ科の淡水

魚)

f会rS ひき肉
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fらrsk 新鮮な

f6delseort 誕生地

fδra 導く

f6ra の過分f6rd ーー^

f6rde → f6ra の過去

f6rde1 利点

f6rla8a 原本

f6rna 朽ち葉層

f6rnamD 名

f6ra の現在・ S一受f6rs 、【^

f6rsommar 初夏

f6rst まず初めに

f6rt → f6ra の元分

f6rtur 優先

f6rtara 飲食する

f6rt五rS → f6rtara の現在

8ard 防御姿勢

garde 護衛

garn 編み糸

gepard 〔動物〕チータ

g6ra の過分8Jord ーー^

幻orde → 86ra の過去

gjort の元分Oraーー^

飴rd 屋敷

gard しるし

g会rda 囲いをする

三註rde 囲い(のある牧草地)

三会rna 喜んで

飴rs 〔魚〕スズキ科の淡水魚

g6ra 1テなう

g6rde1 帯

g6rdla 帯をつける

尽6ra の現在・ S一受gors ーー^

harlekin 道化師

harnesk 鎧

hart ほとんど

hartS 樹脂

hasard 賭t専

herde 羊飼い

hertig 公爵

hertZ へルツ

hird 〔歴史〕従士団

hirS キビ(黍)

hJord 群れ

hJort 〔動物〕鹿
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hJortron ホロムイイチゴ

hj会rna 1畄

hJarta ,L、

hor 不貞

hord 大群

horn 角(ツノ)

horS → hor の属格

hurdan どんな

hurtig 活発な

hurts (=hutch)キャビネット

hyra 賃借り・賃貸しする

hyrd → hyra の過分

hyrde → hyra の過去

hyrS → hyra の現在・ S一受

hyrt → hyra の完分

hらr 毛

h会rd 固い

h会rdi昭強情な人

h合r16S 毛のない

岫r の属格h会rs ーー^

h五rstr会(一本の)毛

hらrt → h会rd の中性

hard 暖炉

岫rda 鍛練する

h会rlig 素晴らしい

h会rs; h会rs .och tV会rS あちこち

h6ra 聞こえる

h6ra の過分h6rd 一「^

h6ra の過去h6rde ー^

h6rn 角(かど)

h6rna コーナー

h6ra の現在・ S一受h6rs ーーー,

h6rse1 聴覚

h6ra の元分h6rt ーー.

の完分h6rts ーー^

i morse 今'車月

import 輸入

infern0 地獄

inpyrd ~のたちこめナと

inspekt6r 調査官

inspekt6rS → inspekt6r の属格

instrukt6r インストラクタ

instrukt6rs instrukt6r の属格ーー→

intern 内音3の

ir1会ndsk アイルランドの

S



jar1 伯

Jord 大地

jorda アースする

jour 業務

Jour の属格Jours ー^

J会rn 金失

kar 1谷槽

karda 梳綿(そめん)機

kar1 男

karriらr 経歴

karriars

kars

kart

karta

kasern

kasS6r

kasS6rs

kasS6rska

kavaljer

kavaljers

kavern 洞ノ入

kjorte1 スカート

klarna 晴れる

klar 明るい

klar の中性klart ーー^

k]0 〔動物〕ツメ

kl0 の複数・既知形klorna ^)

k0 乳牛

kokard 帽章

kommerS 及1占み

koncern コンツェルン

konJunktur 景気

konJunkturs ーー^

konkurS 倒産

konsert コンサート

kontor 事務所

kontorS → kontor の属格

kontrovers i兪争

kord ひも

korda (円の)弦

korn 穀物

korna → k0 の複数・既知形

kors [U■→ k0 の複数・属格

kors [0]十字架

korsa 交差する

konJunktur の属格
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kors0 車両を連ねた行列

korta 短くする

kort [0]短い

kort [の]カード

koturn 〔古代ギリシア〕編み上げ半長靴

kreatur 牛

kreat山の属格kreaturs ーー^

krig 戦争

kri部→ kriR の属格

kultur 文化

kU比Ur の属格kuHurs ーー^

kurd クルド人

kurir 特使

kurjrS → kurir の属格

kurS 講座

kursa 売る

kursor 大学の用務貝

kuvert 封筒

kvarn 風車

kvart 四分のー

kvarta 寝る

kvart の属格kvarts ーー^

岫r 団体

k会r の属格k五rs ーー,

ka1 凹形

k註r 親愛なる

k註r1 谷器

k会r]ek 愛

k会rna 中核

k谷r の中性k会rt ーー^

kδPa 買う

k6Pt → kδPa の完分

k6Pte → k6Pa の過去

k6ra 運転する

k6ra の過分k6rd ーー^

k6ra の過去k6rde ーー^

k6ra の現在・ S一受k6rs ーー^

k6rsbar さくらんぼ

k6rse1 運搬

k6rt → k6ra の元分

k6rte1 腺

Ieopard 〔動物〕 ヒョウ

(業)者Ieverant6r 納入

の属格Ieverant6rs Ieverant6r'ー゛

Iitteratur 文学

karriar の属格ーー^

kar の属格ーー^

未熟の果実

地図
丘二企,

男性のレジ係

kasS6r の属格ーー^

女性のレジ係

婦人に付き添うナイト

kavaljer の属格ーー^



Iitteraturs ーー.

10rd 領主

10rt 汚物

Iura だます

Iurt うきんくきい

1急r 腿

1会r の属格1らrs 、「^

Iara 教える

Iara の過分Iard ーー^

]ara の過去]註rde ーー^

1会rdom 学識

1会rling 徒弟

1註ra の現在・ S一受1谷rs ーー^

1会ra の元分1会rt

16rda8 士曜日

ⅢaJ 五月

maJor 少佐

maJor の属格maJors ーー^

mars 一月

marter 阿責

memoar 回顧録

memoarS → memoar の属格

milit註r 軍人

mi1辻註r の属格militars ーー^

mjljard 十億

milJonar 百万長者

mHjonらrS → mi]Jonar の属格

mjarde (魚を捕る)やな

modern 現代的な

modern の中性modernt ーー^

mor 母親

mord 殺人

mor80n の複数moranar ー^

moraon 朝

morla 鈍痛がする

morna 目見める

mors [ua → mor の属格

mors [0]〔俗語〕オス!

morsa 〔俗語〕おふくろ

morte1 すり鉢

myrten 〔植物〕テンニンカ

m会rd 〔動物〕テン

marla U字升多のかすがい

m註rling まとい綱

m会rS 槽楼

m6r 柔らかい

m6rda 人殺しをする

m6rsare 迫撃砲

m6rt [促0 → m6r の中性

m6rt [促]〔魚〕ローチ(コイ科の淡水魚)

namn 名月1」

natur 自然

naturli三自然な

natur の属格naturs 一→

nerz (= nerts)〔動物〕ミンク

nokturn ノクターン

nord 北

nordan 北風

norna 〔北欧神話〕運命の女神ノルン

nors 〔魚〕キュウリウオ

norsk ノノしウェーの

栄養を与えるnara

nara の過分n会rd ーー→

nara の過去n巨rde ^)

nara の現在・ S一受nars ーー}

n会ra o)ラ毛5}'nart ーーヲ

OHert 価格提示

Ord 単.盲吾

Orda 話す

Orden 結社

Order ^、令

Ordna 手配する

Orne 〔動物〕雄豚

Orsak 理由

Ort 場所

地名Ortnamn

Ort の属格Orts ーー^

Par ぺア

ParS → Par の属格

Part 部分

Partisk 片寄った

Partner バートナー

Perser ぺルシア人

Persika 利ι

PersilJa バセリ

PerverS ひねくれナと

Pir 桟橋

PirS → Pir の属格

P01 極

Pola ねんごろにつき合う

Iitteratur の属格
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Polar 極の

Polar の中性Polart ーー^

四r1 きらきらという音

Porla きらさらと音をたてる

Pors 〔植物〕セイヨウヤチヤナギ

Port 入口の門

Porter 黒ビール

Port0 郵便料金

Professor 教授

ProfessorS → Professor の属格

P山全くの

Purt → Pur の中性

Pyra くすぶる

Pyra の過去Pyrde 【^

Pyra の完分Pyrt ーー^

P飢a 杭を地面に打ち込む

Par 英国貴族

P会rla 盲珠

P会rs [記:]→ Par の属格

舶rs [記]厳しい試練

(火を起こすための)そだParta 「一→

P6rte 煙出しのついた小屋

rapport 報告

rar 可愛い

rar の中性rart 「一^

redakt6r 編集者

redald6r の属格redakt6rs ー÷

映画監督

re8isS6r の属格

Snors ^

Sn6rt ーー^

S01 太陽

Sola 太陽光線にあてる

Sommar 夏1

Sommarn -) sommar の既知升三

Sor1 つぶやき

Sorla つぶやく

Sat irs ーー→

Skarn ゴミ

Sk会ra の過去Skars 受ーー,

SkJorta シャツ

Sk0 靴

Sk0 の複数・既知形Skorna ーー^

Sk0 の複数・属格Skors ーーー,

Skulptur 彫刻

SkulpturS → Skulpt山の属格

SIく五ra の過分・複数Skurna 一「→

Sk五r 桃色の

Sk会ra 切る

Sk谷rS → Skara の現在・ S一受

Skart → Skar の中性

Sk6r 壊れやすい

Sk6rd 収穫

Sk6rda 収穫する

Sk6r1 黒電気石

Sk6rna もろくなる

Sk6rt ι促:]→ Sk6r の中性

Sk6rt [田]燕尾服の裾

S川art 頭のよい

Sm6rJa の過分Smord ーーー,

Sm6rja の過去Smorde ーー,

Sm6rja の元分Smort ーー^

Smらrt 細身の

Smarta 痛み

Sm6rja 油を塗る

Snar 素早い

Snar/snart の上ヒ較級Snarare ーー^

Snar/snart の最上級Snarast ーー゛

Snart まもなく

Snart 鞭で打つこと

Snarta 鞭で1丁つ

Sn6ra ひもで結ぶ

Sn6ra の過分Sn6rd ーーー,

Sn6ra の過去Sn6rde ーー^

Sn6ra の現在・ S一受

Sn6ra o)づ毛づ}

ーフフー

rors

reglssor

re81Ssors ーー^

rekord 記録

remburS 償還

resurS 資源

retort レトルト

reverS 貨幣などの裏側

ror (= roder)舵

ror の属格; sitta ti11rors ーー^

実権を握っている

rum 部屋

r6ra 触れる

r6ra の過分r6rd ーー^

r6ra の過去r6rde ^)

r6ra の現在 受rors ーー^ S

r6ra u)j毛づ}r6rt ーー^

SarS 絹のサージ

Satir 風刺

Satir の属格
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Sort 種類

SpanJor スペイン男性

即anjor の属格SpanJors ーー^

SpanJorska スペイン女性

Spara 節約する

Spara の過分Spard ー^

Sparde → Spara の過去

Spara の現在・ S一受Spars ーー→

Sparsam 節約的な

Spara の元分Spart 一「^

SPJarn 足ナ昜

SPJ会rna 抵抗する

Spord → SP6rJa の過分

Sporde → SP6rja の過去

Sport [U:]→ SP6rja の元分

Sport lo]スポーツ

Sporta スポーツをする

Spurt スバート

Spurta スバートを力)ける

SP五r16St 跡形もなく

SP6rJa 尋ねる

SP6rJa の現在・ S一受ーー^Spors

Start スタート

Starta スタートする

StJarn 牛・馬の額の白い星

Stj会rna 星

StJ会rt 尻

Stor 大きい

Storlek サイズ

Stor]ieen 大いに

Stor の中性Stort ーー^

Str含麦わら

Styra 操縦する

Styrd → Styra の過分

Styrde → Styra の過去

StyrS → Styra の現在・ S一受

Styrse]不屈

Styrt → Styra の元分

St6ra 邪魔する

St6ra の過分St6rd ーー,

St6ra の過去St6rde ーー^

St6ra の現在・ S一受St6rs ーー^

St6rt [促:]→ St6ra の完分

St6rt [促]絶対に

St6rta ぶつ力)る

Svar

Svar の属格Svars ーー^

Svart 黒い

Svartna 黒くなる

Svordom 罵りの言葉

Svurna → Svara の過分・複数

SVらr 困難な

SV五r の中性SVらrt 一】゛

SV会ra 誓う

SV会rd フ、]

Svarta 黒くする

Syrsa 〔虫〕コオロギ

Sらrnad 傷

S註rdeleS とりわけ

S註rla たそがれ

Sarlin8 奇人

S会rstal]ning 特殊な地位

Sartryck 抜刷り

tars 〔鳥〕すね骨

tenor テノール

tenor の属格tenors ーー→

tern 紙を数えるときの単位

ters 〔音楽〕三度音程

tJur 〔動物〕雄牛

tjurS → tjur の属格

tjarn 森の中の小さな湖

tordas t6ras

t6ra の過去torde ーーー,

t6raS の過去tordes ーー^

torn 塔

torna 山積する

torsda又木曜目

torsk 〔魚〕タラ

tors0 トルソ

tortS → t6raS の完分

transport 運輸

traverS 横げた

tsar (ロシアの)皇帝

tsar の属格tsars ーー^

tur 幸運

turs [丑■→ tur の属格

turs [θ]〔北欧神話〕巨人

の中性Surーー→

答え

ーフ8-

Surna すっぱくなる

Sur すっぱい

Surt



tursam 運のある

turturduva 〔動物〕コキジバト

tvars; h谷rs och tvarS あちこち

tV会rsa 横切る

tV会rt きっばりと

憶足の指

t会の複数・既知形t会rna ーー^

t五rta ケーキ

t会ra むきほる

憶rd やつれた

t巨ra の過去t会rde ーー→

捻rna 花嫁に付き添う未婚の若い女性

t会rnin且きいころ

憶rt → t会ra の完分ノ→ tard の中性

t6r ~かもしれない

t6raS あえて~する

t6rn 打撃

t6rna 衝突する

t6rne 〔植物〕イバラ

t6raS の現在t6rs 、ー゛

Unjversum 干由

Urladdnin8 破裂
τ●ゴ'

Urna 宜巨

UrS五kt 謝罪

Urtid 太古

Vampyr 吸血鬼

Vampyr の属格Vampyrs ーー^

Varda ~になる

Varli8 慎重な

Varna 警告する

Varning 警告

Vars(属格の関係代名詞)

Varse 気付いている

Varsel i凾1吉テ

Varsla 通告する

Varsna 気付く

Varda の過去Vart ーーー,

Vart どちらへ

VerS 言寺

Veterin註r 獣医

ーフ9-

Veterinar の属格Veterin註rs ーー^

V急r ^

V会r 私たちの

V含rd 看護

Vらrda 看護する

Vらr <春>の属格V会rs

Vらr <私たちの>の中性V五rt ーー→

V急rta イボ

Van 友人

Vard 価値ある

Varde 価値

V兪M 世界

V谷rn 防衛

Vらrna 防衛する

V註rd の中性Vart ーー→

V6rda あがめる

V6rt 麦芽汁

yard ヤード(長さの単位)

yra ぐるぐる回る

yrde → yra の過去

yrse1 めまい

yrt → yra の元分

合r 年

会rder 鋤の一種

急rH倉en 毎年

らr の属格会rs ーー^

らrta 〔鳥〕シマアジ

arla 〔鳥〕セキレイ

会rna 意図する

会rt エンドウ豆

arta ユ、ンドウ豆

谷Ventyr 冒F余

らVentyrS →谷Ventyr の属格

6rla 群がる

6rHg 海戦

6rlog 海戦

6rn 〔鳥〕ワシ

6rsni比耳たぶ

6rt ハーブ



Om voka11会ngd framf6r konsonantsekvenserna ア'd,?、1,?'11,ア'S,ア、t i nusvenskarl

Voka11谷naden framf6r ナ'd,?'71,フ'1.?、S,ナ't i tryckstark st五11ning har hitti11S inte

disk u te ra ts utf6 rliat. 1 denna u p psats har f 6 rf. f 6 rS 6 k t ta reda P厶 o m det finns

n会呂ra regler f6r vokalkvantitet framf6r dessa konsonantsekvenser Som l prlnclp

manifesterar sig i supradentaler. cenom att inf6ra kate武orierna 'grundform' och
'

b6 Jningsform kunde f6rf. dra f6 Uande slutsatser.( L = 1五ng vokal, K = kort
'' ,,

Voka】, betecknar finns eJ be1五且g". K~ L innebar att vokalerna ar 1らnga

i vissa ord och korta i andra, och kan dessutom aven inom ett och samma ord

V会Xla me11an kort och 1古ng vokal.)

K

Ikuo shimizu

rt

L

K~ L

Sammanfattning
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arundformen och b6 Jningsformen.

men ]会ng i b6Jninasformen.

i Erundformen men 五r 1五ng i

Av tabe11en ovan fram且厶r f61Jande

Framf6r ?'d.?、η,?、1 谷r vokalen 1五ng bらde i

Framf6r ?、S 五r vokalen kort i grundformen

Fram f6 r ?、t visar si且νoka11angden Varlera

b6Jningsformen

Angeende voka"註neden framf6r ?'t i grundformen har f6rf. funnit f6Uande

Bland [U:]/1句]-typen, dvs. ord d会r det f6rekommer V谷Xlin8 me11an kort och

1五ng vokal inom ett och samma ord (t ex gjo?'t), b6rJar en del ord f6redra

kort vokal:メ0?'t 〔edv〕.々0?、t 〔adv〕,10?,t,つ0ア・t osv

L五ngden P五 de 6Vriaa vokalerna kan f6rklaras S厶 h五r;

① Voka11註 n 宮den hos svenska arv ord 五r kort; hJd 7、ta. Sυα?・t,δ?・t osv

( undantae:ι,d?、ta och えα?・t ).

② Voka 11会 n8d en h oS 1五 n ord a r ofta 1厶 ng: ja?、 t.つ0?・te?・. td ナ・ta osv

I f6 Uande tV含 fa11 ar emenertid vokaΠ合naden hoS 1厶nord kort

α. 1含no rd som inte har b uv ud tr yc k Pら f6 rsta stavelsen; aleナ't. eχつe7・t osv.

β. 1含nord som har y-,α一,0-vokal;刀ly?、teη. SつU?・t,つ0?,to osv

Att inte a11a 1会nord f61jer ② beror P厶 att de har m6J1地het att beh含Πa

Sln ursprunaliga vokalkvantitet vid in1含ningen.

宮rundform

b6 Jningsform L

rd

L

rn

L

L

rl

L

L

rs
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